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医療施設における夏期の節電の取組の進め方について 
 
 
 今般、標記の件につきまして、添付のとおり厚生労働省医政局総務課並びに指

導課から本会宛連絡がありました。 
本連絡の主旨は、本年 5 月 18 日に電力需給に関する検討会合及びエネルギー・

環境会議の合同会合において取りまとめられた「今夏の電力需給対策について」

をもとに、医療施設においても可能な限り節電に取り組むことが必要だとするも

のですが、詳細については下記の添付資料をご覧いただきますようお願い申し上

げます。 
なお、（別紙 5）と別添 2 につきましては、北海道電力管内の節電メニュー・節

電期間等が他管内と異なることから 2 種類に分かれております。 
貴会におかれましては本通知内容をご了知いただき、最大限の節電の取組を実

施していただきますよう、貴会会員ならびに関連郡市区医師会に対する周知方に

ついてご高配を賜りますようお願い申し上げます。 
 

記 
【添付資料】 
別添 1 今夏の電力需給対策について 
 （別紙 1）使用最大電力(kw)の抑制について 

（別紙 2）東京・東北電力管内における電気事業法第 27 条の適用に当たっての

制限緩和措置の考え方（平成 23 年夏季） 
 （別紙 3）セーフティネットとしての計画停電 
 （別紙 4）新たなピークカット対策のためのアクションプラン 
 （別紙 5）夏季の節電メニュー（ご家庭の皆様／事業者の皆様） 

■ 東北・東京・中部・北陸・関西・中国・四国・九州 版 
■ 北海道電力管内 版 

別添 2 ご迷惑をおかけしますが、今夏、節電にご協力をお願いします。 
■ 東北・東京・中部・北陸・関西・中国・四国・九州 版 
■ 北海道電力管内 版 

別添 3 計画停電が実施された場合の医療機関等の対応について（参考） 
以上 
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医療施設における夏期の節電の取組の進め方について

　東日本大震災に伴う対応について、特段の御配慮をいただき、厚く御礼申し上げます。

　電力需給対策につきましては、昨夏は東北電力、東京電力及び関西電力管内、昨冬は関

西電力及び九州電力管内において、節電目標を示して節電を要請し、事業者や家庭におい

て節電に取り組んでいただいたところです。

　今夏についても、関西電力、九州電力、北海道電力及び四国電力管内で電力需給のひつ

迫が見込まれており、本年5月18日には、電力需給に関する検討会合及びエネルギー・環

境会議の合同会合において、次の内容を含む「今夏の電力需給対策について」が取りまと

められたところであり、医療施設においても、可能な限り節電に取り組んでいただくこと

が必要です。

①病院等のライフライン機能等の維持に支障がでる場合には、機能維持への支障が生じな

　　い範囲で、自主的に目標を設定することを要請（節電の目安は一昨年の使用最大電力の

　値を上限とする（削減率0％）。別添1の別紙2参照）。

②業務部門（オフィス部門・間接部門）については、それぞれの電力会社管内における共

　通目標の節電を要請（別添1の2－2参照）。

③電気事業法第27条に基づく電力使用制限命令は回避。

④計画停電は実施しないことが原則（万が一に備え、関西電力、九州電力、北海道電力及

　　び四国電力管内においては、計画停電の準備を進めておく）。

　これらの内容につき御了知いただきますとともに、貴会員に対し周知徹底を図り、最大

限の節電の取組を行っていただけるよう、御協力をお願いいたします。

　また、関西電力、九州電力、北海道電力及び四国電力管内の貴会員に対しては、万が一

の計画停電が実施された場合においても、医療施設の診療機能や患者の生命・健康に支障

が生じないよう、必要に応じて、自家発電装置の点検や燃料の確保、人工呼吸器、酸素濃

縮器、吸引器、在宅透析器等の在宅医療機器を使用している患者の対応等の準備（別添3

参照）を進めていただけますよう御周知をお願いいたします。

　なお、今年の計画停電時の医療機関等の対応につきましては、おって事務連絡を発出す

る予定ですので、御了知ください。



【問い合わせ先】

　厚生労働省医政局総務課（電力確保チーム）木本、藤杢

　　（電話）03－5253－1111（内線）2518、2519

【参考資料】

　　・別添1　今夏の電力需給対策について

　　・別添2　夏季の節電メニュー（概要版）

　　・別添3　計画停電が実施された場合の医療機関等の対応について（参考）

　　　　　　　（平成23年7月15日付け事務連絡より抜粋）

【参考となるウェブサイト等】

　経済産業省ホームページ

　・「電力需給に関する検討会合」

　　http：／／㎜．kantei．go．jp／jp／singi／electricity＿supPly／index．html

　　・「夏季の省エネルギー対策を決定しました

　　　～6月から9月は夏季の省エネキャンペーン～』

　　http：／／㎜㎜F．met　i、go．jp／press／2012／05／20120518001／20120518001．htm　l

国家戦略室ホームページ

・「エネルギー・環境会議」

　http：／／㎜．npu．go．jp／po　l　i　cy／po　l　i　cyO9／arch　i　veO1．htm　l

政府の節電ポータルサイト「節電．go．jp」

http：／／setsuden．go．jp／



・別添1

今夏の電力需給対策について

平成24年5月18日
電力需給に関する検討会合

エネルギー・環境会議

1．今夏の電力需給見通し

　政府は、今纂、原子力発電所の再起動がない場合であっても、我が国の経済社

会や国民生活への影響を最小限に抑え、ピーク電力不足や電力コスト上昇を回避

するため、平成23年11月1日にエネルギー・環境会議において決定されたrエ

ネルギー需給安定行動計画」に基づき、電力会社における最大限の供給力の積み

増しを求めるとともに、予算措置や規制改革等による省エネ支援、電力会社の需

給調整契約拡充等を通じた需要面の対策を実施した。

　当該対策を踏まえた今夏の需給見通しについて、平成24年4月23日から5月

12．日までの合計6回にわたり、「電力需給に関する検討会合」及び「エネルギー・

環境会議」の下に設置された「需給検証委員会」において、第三者の専門家等に

よる検証を行った。

　電力需給に関する検討会合及びエネルギー・環境会議の合同会合において、需

給検証委員会の報告を聴取した結果、特に関西電力管内における今夏の電力需給

に関して、昨夏の東京電力管内で想定されたピーク電力不足よりも厳しい状況に

なる恐れがあることを確認した。

　また、関西電力管内以外の地域でも、九州電力、北海道電力及び四国電力管内

では電力需給のひつ迫が見込まれる他、同時に、全ての地域で、火力発電所の活

用が増える結果、国富の流出が生じており、このまま放置すれば本年秋以降、電

気料金上昇のリスクも高まることが明らかになった。

2．今夏の電力需給対策

　5月14日に開催された電力需給に関する検討会合及びエネルギー・環境会議にお

いて、「需給検証委員会の報告を踏まえた今夏の電力需給対策の検討方針について」

を決定した。
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　この中で、①関西電力管内における電気の使用制限令等の検討を行うこと、②関

’西電力、九州電力、北海道電力及び四国電力管内において、万が一に備えたセーフ

ティネットとしての計画停電の準備について検討に着手すること、③中部電力、北

陸電力及び中国電力管内の需要家に対しても、一昨年比▲5％程度の数値目標を伴

う節電を要請し、融通電力を極力確保することの検討を行うことといった論点を提

示した。同検討方針に基づき検討を行った結果、今夏の電力需給対策を以下のよう

に定める。

2－1．基本的考え方

①供給面の対応

　需給検証委員会における検証を踏まえ、現段階で確実と見られる供給力を基本

とし、今後確実に見込めるようになうた供給力については、その時点で上方修正

する。例えば水力について、今夏の出水量が十分に見込まれるようになれば供給

力を上方修正する等の対応を行う。’また、約2週間前（可能な範囲）、1週間前、

前日の三段階で融通可能量を明確化する等、日々の運用において、中西日本の地

域全体、あるいは東日本の地域全体として機動的な電力融通を行うことにより、

地域全体としての需給バランスを確保できるような対応を行う。

②需要面の対応

　需給検証委員会における検証を踏まえ、需給ギャップ（kW）．を解消するため、

需要家に対し、ピーク期間・時間帯の使用最大電力（kW）の抑制（以下「節電」

という。）を要請する（別紙1）。また、より合琿的なピーク時の電iり不足解消策

として、全国レベルでの節電と融通の最大活用を行う。

　個別の需要家に対する要請に当たっては、需要家からの意見（「需要家間の公平

性確保」）や需要家への「分かりやすさ」等も踏まえ、平成22年の使用電力需要

の実績（節電影響を含まない需要実績）を基準として要請する。

　節電により、病院や鉄道等のライフライン機能や国の安全保障上極めて重要な

施設の機能等の維持に支障がでる場合には、機能維持への支障が生じない範囲で

自主的に目標を設定し（※）実施することを要請する。なお、この場合には、当
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該需要家における業務部門（オフィス部門・間接部門）においては、それぞれの

電力会社管内における共通目標の節電を要請する。

　※当該需要家における業務部門以外の部門が実施する節電の目安としては、節

　　電目’標値が平成23年夏期の東京・東北電力管内における電気事業法第27

　　条の適用に当年っての制限緩和措置の考え方（別紙2）一の値を上回る場合に

　　は、上記制限緩和措置の考え方の値とする。

　被災地や高齢煮等の弱者に対して、無理な節電を要請することがないよう要請

時には配慮を行う。

　併せて、関連支援措置の執行の加速、規制・制度改革の推進等の構造的対策や、

需要の変動に効率的に対応する新たなピークカット対策を推進する。

　これらの需要面での対策に当たっては、地方公共団体等の協力を得て、創意工

夫によるきめ細かい対応を行うことにより、．国民生活や経済活動への影響を最小

化することを目指す。

2－2． 各電力会社管内の需要家に対する要請

（一）全国（沖縄を除く）共通の要請

　7月2日（月）～9月28日（金）の平日（8月13日～15日を除く）9：00～

20二〇〇において「数値目標を伴わない節電」を要請する。その上で、以下の（2）、

（3）のとおり、東京電力及び東北電力を除く電力会社管内毎に、」定期間中

は「数値目標を伴う節電」を要請する。、

　加えて、上記節電に支障の生じない範囲で、早朝（7：00～9：00）や夜（20：00

～25二〇〇）の時間帯においても、揚水発電の放水時間を短縮することにより、

揚水発電の供給力を増やす観点から、国民生活や経済活動に支障を生じない範

囲での消費電力の抑制を要請する。

（2）東日本（北海道、東北、東京電力）

　東日本の供給予備率は、平成24年夏季想定需要（猛暑・節電あり）の場合には

＋4．0％（一定条件における随時調整契約を含む値）となり、東日本全体としては、

最低限必要となる供給予備率（3％）は確保できる見通しである。
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　ただし、北海道電力管内では、3％の予備率を考慮すれば、平成22年の最大需

要（実績ベース）比▲7．3％の不足が生じる見通しである。このため、一昨年比▲

7％（定着した節電分を除けば▲4．9％）の数値目標を伴う節電を要請する。また、

北海道電力は、本州と北海道間の北本連系線の送電容量（60万kW）の制約があり、

他の東日本2社からの融通可能量に限界があることから、数値目標を伴う節電を

要請するものである。

北海道電力管内

①節電目標（対一昨年比▲7％以上の節電）

　　大ロ需要家・小ロ需要家・家庭それぞれに対し、②に定める期間・時間帯に

おいて、使用最大電力（kW）を③の基準電力の93％を超えない水準に抑制する

　よう要請する。なお、家庭については平成22年夏季のkWとの比較が困難であ

　ることから．、後述の「節電メニュー』等を参考にして、上記目標の値に相当す

　る分の節電を要請する。

②数値目標を伴う節電要請期間・時間

　7月23日（月）～9月14日（金）の平日（8月13日～15日を除く）

　　　　9：00～20：00［7月23日（月）～9月7日（金）］

　　　　17：00～20：00［9月10日（月）～9月14日（金）］

③基準電力

　平成22年夏季（②の節電期間）における使用最大電力の値（kW）等を基準の

目安とする。

④同一電力会社管内の複数の事業所が共同して節電目標を設定し・取り組むこと

　も可能とする。

東北、東京電力管内

　東日本全体としては、平成24年夏季想定需要（猛暑・節電あり）の場合には最

低限必要となる供給予備率（3％）は確保できる見通しである。，また、．車北電力管

内においては被災地の復興需要に配慮することが適切である。従って、，東北電力

及び東京電力管内の大ロ需要家・小ロ需要家・家庭には、それぞれ「数値目標を
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伴わない節電」1を要請する。

（3）中西日本（中部、関西、北陸、中国、四国、九州電力）

　中西日本の供給予備率は、平成24年夏季想定需要（猛暑・節電あり）の場合に

は▲2、8％（一定条件における随時調整契約を含む値）となる。

　この中で、3％の予備率を考慮すれば、関西電力では、平成22年の最大需要（実

績ベース）で▲21．4％、九州電力では▲15．1％、四国電力では▲4．7％がそれぞれ

不足する見通しである。

　こうした需給ギャップを各電力管内ごとに解消しようとすれば、関西電力は一

昨年比▲20％程度（定着した節電分を除けば▲17．9％）、九州電力は▲12％程度

（定着した節電分を除けば▲5．2％）、四国電力は▲5％程度（定着した節電分を除

けば▲2．7％）の、数値目標を伴う節電を要請することとなる。

　一方、これによる経済活動や国民生活への深刻な影響が懸念される中、需給検

証委員会報告書で、広域レベルでの節電目標の共有の重要性が指摘されている。

これを踏まえ、3％以上の予備率が見込まれる中部電力、北陸電力、中国電力管内

の需要家に対して▲5％、四国電力管内の需要家に対しては、単独で需給ギャップ

を解消することも考慮し▲7％の数値目標を伴う節電を要請する。それにより融通

余力を極力確保することで、関西電力管内の節電目標を▲20％程度から▲15％に、

九州電力管内の節電目標を▲12％程度から▲10％に、それぞれ低減する己

　政府としては、対象地域の考えなども踏まえ、中西日本における広域での節電

目標を数値目標付きで要請し広く中西日本の需要家の協力を募ることにより、関

西電力及び九州電力の節電目標を引き下げ、一律かつ強制的な手段である電力使

用制限命令を回避することとする。

　これらの数値目標を伴う節電を要請することにより、中西日本全体において、

＋3％以上の供給予備率を確保する

1東京電力管内においては、▲610万kW（一昨年比▲10．2％）の節電が定着していると見込まれ、「数値目標を伴わない節電要

請」により、これ以上の需要抑制が期待される。
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関西電力管内

①節電目標（対一昨年比▲15％以上卯節電）

　　大口需要家・小口需要家・家庭それぞれ②に定める期間・時間帯において、

使用最大電内（kW）を③の基準電力の85％を超えない水準に抑制するよう要請

する。なお、家庭については平成22年夏季のkWとの比較が困難であることか

　ら、後述の「節電メニュー」等を参考にして、上記目標の値に相当する分の節

　電を要請する。．

②数値目標を伴う節電要請期間・時間

　7月2日（月）～9月7日（金）の平日（8月13日～15日を除く）9：00～20二〇〇

③基準電力

　平成22年夏季（②の節電期間）における使用最大電力の値（kW）等を基準の

目安とする。

④同一電力会社省内の複数の事業所が共同して節電目標を設定し、取り組むこと

　も可能とする。

四国電力管内

①節電目標（対一昨年比▲79う以上の節電）

　　大ロ需要家・小口需要家・家庭それぞれ②に定める期間・時間帯において、

使用最大電力’（kW）を③の基準電力の93％を超えない水準に抑制するよう要請

する。なお、家庭については平成22年夏季のkWとの比較が困難であることか

　ら、後述の「節電メニュー」等を参考にして、上記目標の値に相当する分の節

　電を要請する。

②数値目標査伴う節電要請期間・時間

　7月2日（月）～9月7日（金）の平日（8月13日～15日を除く）9：00～20：00

③基準電力

　平成22年夏季（②の節電期間）における使用最大電力の値（kW）等を基準の

目安とする。

6



④同一電力会社管内の律数の事業所が共同して節電目標を設定し、取り組むこと

　も可能とする。

九州電力管内

①節電目標（対一昨年比▲10％以上の節電）

　　大ロ需要家・小ロ需要家・家庭それぞれ②に定める期間・時間帯において、

使用最大電力（kW）を③の基準電力の90％を超えない水準に抑制するよう要請

する。なお、家庭については平成22年夏季のkWとの比較が困難であることか

　ら、後述の「節電メニュー」等を参考にして、上記目標の値に相当する分の節

電を要請する。

②数値目標を伴う節電要請期間・時間

　7月2．日（月）～9月7日（金）の平日（8月13日～15日を除く）9二〇〇～20：00

③基準電力

　平成22年夏季（②の節電期間）における使用最大電力の値（kW）等を基準の

目安とする。

④同一電力会社管内の複数の事業所が共同して節電目標を設定し、取り組むこと

　も可能とする。

中郁電力・北陸電力・中国電力管内

①節電目標（対一昨年比▲5％以上2の節電）

　　大ロ需要家・小ロ需要家・家庭それぞれ②に定める期間・時間帯において、

使用最大電力（kW）を③の基準電力の95％を超えない水準に抑制するよう要請

する。なお、家庭については平成22年夏季のkWとの比較が困難であることか

　ら、後述の「節電メニュー」等を参考にして、上記目標の値に相当する分の節

　電を要請する。’

■②数値目標を伴う節電要請期間・時間

　7月2日（月）～9月7日（金）の平日（8月13日～15日を除く）9：00～20：00

2中部、北陸、中国電力管内における定着した節電分は、それぞれ一昨年比▲3．696、▲3．7％、▲2．5％。これらあ努力も含め

て、一昨年比▲5％以上の節電を要請する。s
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“③基準電力

　幸成22年夏季（②の節電期間）における使用最大電力の値（kW）等を基準の

目安とする。

④同一電力会社管内の複数の事業所が共同して節電目標を設定し、取り組むこと

　も可能とする。

（4）需給ひつ近時の対応

①需給ひつ迫持の対応（需給ひつ迫警報等）

　自民各層の節電への協力にも関わらず、急激な気温変化や大型発電所の計画外停

止等により、電力需給がひつ迫する可能性がある場合には、政府は、予めひつ迫が

想定される特定の電力会社管内に「電力需給ひつ迫警報」を発令し、報道機関や地

方公共団体等の協力を得て、緊急節電要請を行う。併せて、供給面においても、各

電力会社から、．ひつ遣する電力会社に対し、最大限の電力融通（東日本・中西日本

間の融通を含む）の実施を要請することとする。

　全国各地域（電力会社管内毎）において、緊急時の節電めためのネットワーク（政

府機関（地方経済産業局等）・地方公共団体・電力会社・業界団体等）を整備する。

これにより需給ひつ迫警報発令時等において機動的な節電対応を行うとともに、他

電力会社管内のひつ迫時においでも一層の節電を行い、ひつ迫する電力会社管内へ

の融通可能量の拡大を目指す。

　上記の対応を踏まえても《需要の見通しが一定の水準以下とならない場合、（4）

②における計画停電の実施を回避するための緊急避難的な措置として、民間事業者

く電気通信事業者等）の協力の下、「緊急速報メーノ骸」等を特定の電力会社管内の

携帯電話ユーザーに一斉に配信し、周辺の電気機器の使用を至急停止することを要’

請する。（当該「緊急速報メール」等の位置付けについては随時必要な見直しを行

い、より適切な対応を行うこととする。）

②セーフティネットとしての計画停電の準備（別紙3）

計画停電は実施しないことが原則であるが、大規模な電源の脱落等万が一に備
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えて、関西電力管内とともに、予備率がマイナスと見込まれる九州電力、北海道

電力及び四国電力管内3においても、計画停電の準備を進めておく。

　計画停電の準備に当たっては、1・回の停電時間を2時間程度にするよう配慮す

るとともに、1日複数回の計画停電の実施をできる限り避けるように努める。ま

た、計画停電のグループ（区域割り）やスケジュールは事前に公表する。

　併せて、国民生活への悪影響を緩和するため、医療機関等の緊急かつ直接的に

人命に関わる施設や国の安全保障上極めて重要な施設等については、変電所の運

用改善等によって技術的に可能な範囲で停電による影響をできる限り緩和する。

　また、在宅で人工呼吸器等の医療機器を使用する患者への対策の徹底、熱中症

対策の周知徹底等に取り組む。

（5）節電促進に向けた取り組み

①構造的対策

　節電支援のため、エネルギー需給安定関連の平成23年度補正予算、平成24年

度予算の執行を加速する。その際、関西、北海道、九州、東北及び四国を優先す

一る。同時に、病院や鉄道などのライフライン機能の維持、弱者対策を徹底する。

　また、エネルギー規制・制度改革アクションプランを着実に実行する。

②需要の変動に効率的に対応する新たなピークカット対簑

　日によって大きく変化するピーク需要に対応するために価格シグナル等を活用

する新しい需要制御対策（デマンドレスポンス対策）、具体的には、新たなピーク

料金の設定やネガワット取引の導入、電気の使用量に応じたインセンティブの付

与等について、今夏の実現に向けたアクションプランを提示する（別紙4）。今夏

から、これらの対策を実行に移す。

③需要家向けのr節電メニュー』の提示

3今夏のように全国的に厳しい需給状況の下では、電源の脱落等が生じた際、他社からの融通が十分期待できない懸念がある。

このため、各社で稼働する最大電源の出力が供給力全体に占める割合が大きい場合、その1基が脱落すると、約る％～12％の供

給力が一度に失われることも勘案する。
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政府は、事業者及び家庭向けに、①の構造的対策のメニューも明示した、わ

かりやすいr節電メニュr」を提示する（別紙5）。

④節電に関する普及啓発活動の実施

　政府及び電力会社は、地方公共団体等とも協同し、国民各層に対する節電の

普及啓発活動を徹底して行う。なお、過度の節電により熱中症等の健康被害が

発生しないよう、要請を行うに当たっては十分留意をする。

⑤電力需給に係る情報提供

　電力会社は、需要家に対し、「でんき予報」等を通じて需給情報を提供する。

その際、供給面においては供給力の内訳（電力融通を含む）、需要薗においては

当日のリアルタイムの需要実績の速報値及び1時間毎の予測値等を含むきめ細

かい情報を提供することとする。

　電力会社は、民間事業者（携帯電話事業者やインターネット事業者等）によ

る幅広い情報提供に積極的に協力する。

⑥政府及び政府関係機関の節電の取組

　政府及び政府関係機関においては、上記節電目標に基づき、節電に率先して

取り組む。

3．コスト上昇への対応

　需給検証委員会報告書では、仮にピーク時電力不足が解消したとしても、全ての

地域で、火力発電所の稼働が増える結果、燃料輸入の増加に伴い・国富の流出が生

じており、このまま放置すれば、本年秋以降、電気料金上昇のリスクが高まること

も確認されている。これにより、電力多消費産業や中小企業への影響はもちろん、

国民経済全体に甚大な影響が発生するリスクがある。

　このため、政府として、電力会社に対して、さらなる経営効率化努力を要請する

とともに、中期的な資源の安定獲得に向けた取組等を進める。
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4．おわりに

　需給ひつ迫による計画停電等を回避するため、政府及び電力会社は、地方公共団

体等とも協同し、国民各層に対する節電の普及啓発活動の徹底に努める。
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（別紙1）

　ピーク期間・時間帯において、それぞれの需要家の一昨年（2010年）夏季の使用最大電力（kW）の値等を

目安とした基準からの節電をお願いします。

　　　　　　　　　関西電力管内の事業所Aの場合く例＞

以下の、関西電力管内における事業所Aの場合、一昨年夏7月～8月の使用最大電力5，000kWに対し、今夏15％以
上の節電により、今夏における平日（8／13－15を除く）9：00－20：00の時間帯は、使用最大電力（kW）が、4，250kWを超え

ないよう節電へのご協力をお願いします。

使用最大電力
（kW）

基準電力：一昨年7月の使用最大電力（kW）の実績値
　　　（例）5，000kW
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團
東京・東北電力管内における電気事業法第27条の適用

に当たっての制限緩和措置の考え方（平成23年夏季）

　平成23年夏期、東京・東北電力管内における大ロ需要家については、原則、

，前年の使用最大電力の値の15％削減した値を使用電力の上限とし、例外とし

て以下の制限緩和措置を講じた。

（1）生命・身体の安全確保に不可欠な需要設備

①医療関係

　　　＞　医療施設：削減率0％

　　　＞　使用制限が生命・身体の安全確保に特に影響を及ぼす医薬品・医療機

　　　　器製造販売業及び製造業、医薬品卸売販売業＝削減率0％

②老人福祉・介護関係

　　　》　使用制限が生命・身体の安全確保に重大な影響を及ぼす老人福祉施設、

　　　　介護保険施設、障害児（者）福祉施設等：削減率0％

③衛生・公衆安全関係

　　　＞　休廃止鉱山鉱害防止等工事費補助金により地方公共団体が実施する

　　　　坑排水処理事業：削減率0％

　　　＞　上下水道、上下水道等に原水を供給する揚水機場（調整池を有さない

　　　　ものに限る）：削減率5％

　　　＞　産業廃棄物処理施設（焼却処理施設に限り、当該施設が主要施設であ

　　　　る場合に限る）：削減率5％

　　　》　火葬場：削減率10％

　　　＞　と畜場：削減率10％

（2）安定的な経済活動・社会生活に不可欠な需要設備

①24時間・365日電力使用の変動幅がほぼフラットな需要設備

　　＞一情報処理システムに係る需要設備（例：データセンター、金融機関、

　　　　航空、通信関係のシステム）：削減率（変動幅に連動）一

　　＞　クリーンルーム又は電解施設を有する需要設備：削減率（変動幅に連

　　　　動）

　　　　　※電力使用の変動幅と削減率

　　　　　　　変動幅10％未満：削減率0％



10％以上15％未満：削減率5％．

15％以上20％未満：削減率10％

②人流・物流等への影響が大きく電力の使用時間帯が変えられない需要設備

　　i）交通関係

　　＞　鉄道一般　12時～15時：削減率15％、その他の時間帯：削減率

　　　　0％

　　》　東北・長野・上越・東海道新幹線、青函トンネル：削減率0％

　　＞　ローカル路線　片道3本／時：削減率0％、片道4，5本／時：削減

　　　率5％（9時～12時、15時～20時は0％）
　　ii）航空関係

　　＞　航空保安施設：削減率5％

　　＞　空港ターミナルビル：削減率5％

　　lii）物流関係

　　＞　定温倉庫、貯蔵槽倉庫、冷蔵倉庫、一定の冷蔵室を有する食料・飲料

　　　卸売業：削減率5％

　　＞　中央・地方卸売市場：削減率5％

　　＞　港湾運送等に係る需要設備：削減率5％　一

　　iv）宿泊関係

　　＞　ホテル・旅館：削減率10％

　　v）エネルギー供給関係

　　＞　発電のためのガス供給等に係る需要設備：削減率O％

　　＞　発電所等に送水する工業用水：削減率5％

　　vi）その他

　　＞　一般紙の夕刊印刷工場　12時～15時：削減率0％、その他の時間

　　　帯：削減率15％
　　＞　タ刊紙の印刷工場　10時～12時：削減率0％、その他の時間帯：

　　　削減率15％

（3）その他

＞　一括受電マンション等：契約電力上限

＞　平成23年3月11日以降、今夏の電力使用抑制のために東京・東北電力

　　管外に移転した需要設備について、同一法人の他の需要設備の削減量に考

　慮
＞　設備の検査等により基準期間・時間帯の使用最大電力の値が契約電力に比

　　して著しく低い場合の基準電力値を契約電力とする緩和措置



圃
セーフティネットとしての計画停電

　計画停電は不実施が原則だが、関西電力、九州電力、北海道電力及び四国電

力管内においては、今後、万が一実施せざるを得ない場合に備え、以下の方針

に沿って準備を進めておく。

1．計画停電の運用

（1）停電時間

　　1回の停電時間を2時間程度にする。1日複数回の計画停電をできる限り避

　けるよう努める。

　　（注）一定期間同じ時間帯に停電する「時間固定停電制」を希望する意見も

　　あったが、連日同じ時間帯に停電することの不便さを指摘する意見も多か

　　つたため、「日替り停電制」（停電時間帯が毎日順番に変わる）を原則とす

　　る。

（2）事前の公表

　計画停電のグループ（区域割り）やスケジュールは事前に公表する。

（3）医療機関等に係る特例

①夏の高温下における停電の影響を緩和するため、医療機関等について、緊

　急かつ直接的に人命に関わることを考慮し、変電所の運用改善等によって停

　電による影響をできる限り緩和していく。また、在宅で人工呼吸器等の医療

　機器を使用する患者への対策の徹底、熱中症対策の周知徹底等に取り組む。

　（注）

②肉の安全保障上極めて重要な施設、国や経済社会の基幹的機能を有する施設

　（鉄道・航空、金融システム等、停電が生じた場合に広い範囲にわたって甚

　大な影響を及ぼしかねない施設ンについても、・変電所の運用改善等によって

　停電による影響をできる限り緩和レていく。

③専用線、専用線類似の特高需要家は、技術的に可能な範囲で、大幅なピーク



カット等を条件に、一定程度の連続操業が可能な形での計画停電等を実施す

る。

（注）万が一計画停電を実施せざるを得ない場合に備え、在宅で人工呼吸器等

　の医療機器を使用する患者への対策の徹底、熱中症対策の周知徹底等の

　対応を日常から進めておく。

2．計画停電を実施する際の手順

①計画停電のグループ（区域割り）やスケジュールは事前に公表しておく。

②実際に電力需給が逼迫し、政府のr需給ひつ迫警報」発令等による緊急の

節電要請等によっても計画停電が回避できないと判断された場合、実施の前

　日の夕刻に、予定する計画停電の時間と対象となる需要家グループを明示し

て、計画停電の実施予定をアナウンスする。加えて、直近の需給状況を踏ま

え、実施の2時間程度前までに電力会社から計画停電の実施をアナウンスす

る。

3．その他、

　各電力会社によって、予備率の違いや技術的な理由等により、一部運用が異

なる場合がある。



圏新たなピークカット対策のためのアクションプラン

1．基本的考え方

　電気はその特性上、瞬時瞬時の需要量と発電量を一致させる必要があり、これま

で、主として電力会社が最大のピーク需要に合わせて供給力を用意することで対応

がなされてきた。一方で、需給検証委員会報告書では、価格機能を活用しつつ、電

力需要が高まってきた時に需要家が積極的に需要を減らす（節電に取り組む）仕組

み、すなわち、需要サイドから供給力に合せて、電力需給をバランスさせる手法（デ

マンドレスポンス）の積極的な導入・活用が提言されている。具体的な対策として

は、新たなピーク料金の設定やネガワット取引の活用、卸電力取引所の活用等が指

摘されている。

　　こうした提言を踏まえ、以下のとおり、電力会社等において積極的に取り組むべ

き事項等を整理したアグションプランを作成し、今夏から各対策を実行に移す。

すなわち、今夏においては、以下の従来からの取組の拡大（ステップ1）、価格

機能の活用による取組（ステップ2）を積極的に進めるとともに、市場での取引（ス

テップ3）についても、今夏の対策として可能な限り進める。

【ステップ1】．

　需給情報の見える化や、事前の相対契約による計画的な供給力積み増し・需要

　抑制のような、従来からの取組について拡大を図る。

【ステップ2】　　　　　　　、

　相対取引の中で、価格機能を活用しつつ、需要家による主体的な節電や自家発

　の活用を促す手法を、積極的に導入する。

【ステップ3】

　地域の枠組みを超え、取引市場で多数の主体が参加することで節電のやり取り

　が行われる仕組みを構築する。
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2．A　に向け　り組むべき

（1）ステップ1：

（　サイド）

からの　　の　大

1　計画調整　、・の　充（別　圧、　圧大ロ・小ロ向け）

・計画調整契約は、需要がピークとなる平日の昼間等における電気の使用を、（a）

　夏休みや生産設備の補修等の設定や、自家発の稼働による減少（ピークカット）

　や、（b〉昼休み時間帯の変更や、生産工程の工夫による高負荷機器の使用抑制

　などによる調整（ピークシフト〉により、計画的に削減する契約であり、節電

が行われる確度が高い。

・各電力会社において、契約の積み増しを行うため、例えば、以下のような取組

が進められているところである。

＞　加入条件の緩和：高圧小ロ需要家（50～500kW未満）向けのメニュー設定

＞　適用期間・対象の拡大：自家発使用の場合にも割引対象とすることや、従

　　来、1週間以上設備を止めることが適用要件だったものを、3日以上でも

　　適用対象とすること

・今夏に向け、電力需給のひつ迫が見込まれる電力会社においては、契約の更な

　る積み増しを図るとともに、それ以外の電力会社においても、需要家の理解と

協力を前提に、積み増しによる融通余地の拡大に向けた努力を行う。

随　調整　、・の （別　圧、　圧大ロ・小ロ向け）

・随時調整契約は、電源トラブルや需要の急増、系統事故などにより電力の需給

　ひつ迫が懸念される場合等に、電力会社からの事前通告に基づき、電力の使用

　を抑制する契約である。

・各電力会社において、契約の積み増しを行うため、例えば、加入条件の緩和（電

　力使用抑制の通告時間帯を、当日直前ではなく、前日とすること）といった取

組が進められているところである。

・今夏に向け、電力需給のひつ迫が見込まれる電力会社において、更なる積み増，

　しを図る。

・また、従来の随時調整契約は、原則として、契約を締結する電力会社省内での

　需給ひつ迫が発動の要件であるが、需要家の理解と協力を前提に、例えば、区

　域外の需給ひつ迫時に発動可能な随時調整契約を締結し、需要抑制分を供給力

　として区域外の電力会社に融通するなど、更なる活用に向けた努力を行う。・

・さらに、需給の特に厳しい電力会社からの要請を踏まえ、需要家の理解と協力

　を前提に、新電力による協力も期待される。この場合、需給調整契約の発動時

　に生じた供給力について、新電力が相対契約で充電することが想定されるとこ

　ろ、当該電力会社は、契約条件について真摯に対応する。
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・需要家が、デマンドコントロール装置を設置して契約電力の引き下げを求める

　　場合、電力会社はこれを可能な限り受け入れるよう努める。その際、当該装置

　　が手動制御の場合においても、各電力会社は真摯に協議に応じ《制御する体制

　　や設備、警報発生時にあらかじめ定めた手順に従い速やかに負荷遮断を行なえ

　　るかなど、引き下げの確実性を個々の需要家毎に総合的に判断する。

一・ 繼Lによる契約電力の引下げが困難な場合においても、その代替となる措置を

　　講じる。具体的には、前年同月とのデマンドの差が生じた場合に、事後的にそ

　　の減少分に一定φ単価を掛けた料金を引き下げることで、手動制御の需要家を

　　含め、実際にデマンドが下がった需要家に対して契約電力引き下げに代わるイ

　　ンセンティブを付与する。

　※デマンドコントロール装置：電力の使用量（デマンド）が、あらかじめ設定した値を超

　過するおそれがある場合に、警報等で知らせる装置。設定した値を超過しそうな場合にはぺ

　　自動的に一部の設備の負荷を遮断するもの（自動制御）と、需要家自身が停止可能な設備

　を手動停止するもの（手動制御）がある。

3　　・　　　　　　　　（音圧小口向け）　　　　　カの1き下げ

4 別　宿帯別　金の活用・新たなピーク　金メニューの書定（低圧向け）

・効果的な需給対策の観点から、需給ひつ迫が予想される電力会社を中心に、夏

期のピーク抑制に資する新たな時間帯別料金を導入する。

・具体的には、夜間料金を安く、ピーク時間帯の料金を高く設定し、希望する需

要家が通常の一律料金に替えて選択することを可能とし、需要家の電力使用の

工夫により、ピーク抑制の実効性を高めつつ、需要家の料金負担の軽減につな

　げる。

※現時点で、東京電力、関西電力、九州電力が、このような柔軟料金メニューの導入

または実証試験の実施を表明している。料金によるほか、例えば、一定の節電目標を

達成した家庭に対してプレゼントを進呈するといった節電インセンティブ施策も考え

　られる。

・なるべく多くの需要家の選択を可能とすることから、原則として、新たなピー

　ク料金メニューについては、需要家が設置すべき機器等の要件は設けない。

※なお、これらのメニューは、通信機能付きのスマートメーターが設置されていない需要

．家においても、時間帯別の計量が可能な電子式メーターを設置することで実施可能な対策

　である。
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（2）ステップ2： の活用による

1　アグリデーター　活用したDSM（ディマンドサイド・マネージメント）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別　圧、　圧大口・小ロ向け）

・特に需給ひつ迫が想定される電力会社を中心に、需給ひつ迫時、事前に契約し

　ている複数の需要家の電力需要を一括して制御する事業者（アグリデーター）

を通じ、照明や空調を遠隔操作して需要を削減する仕組みを公募等の透明性の

ある手続の下で構築する。

※具体的には、需要家を束ねる専業のアグリデーターのほか、空調等を含めた機器メーカ

　一等との協調が想定されるところであり、例えば、東京電力と原子力損害賠償支援機構は、

　ピーク抑制に資するアグリデーターのビジネスプランを公募（ビジネス・シナジープロポ

ーザル）し、6事業を採択している。

※政府が支援し全国レベルで中小ビル等の需要家を束ねて節電を行うBEMSアグリデータ

　一事業（注）も活用しつつ1取組を進める。

（注）中小企業等の高圧小ロの需要家による、電力需要抑制を促進するためのシステム（BEMS）

の導入を支援。「エネルギー利用情報管理運営事業者（BEMSアグリデーター）」への支援を

通じてシステムを導入し、導入後の削減効果の管理を行うことで、効率的・効果的な支援

　を実施（23年度三次補正予算額：300億円の内数）。

入札　によるネガワット取引（別　圧・　圧大ロ向け）

・需要家による節電量を供給量と見立て（ネガワット）、需給ひつ迫が想定される

場合に、需要サイドの負荷抑制による節電分を入札等により確保するrネガワ

ット取引」を導入する。

※現時点で、需給の特に厳しい電力会社を中心に、具体的なスキームを検討中であるが、需

　要家の理解と協力が得られれば、その他の電力会社や新電力が、他の電力会社の需給ひつ

　迫時にネガワット取引を実施し、これにより生1じた供給力について、需給がひつ迫してい

　る区域の電力会社に売電することも可能である。

・こうした取組を通じ、需給ひつ迫時に必要な追加的な節電量（ネガワット）を

効果的に募集する。

3．ム夏に向け取り組むべき （供　サイド）

（1）ステップ1萱からのの大
1　　カ　　から　なる融通の確

・各電力会社間で需給の状況が異なる状況下において、個別の電力会社でなく、

　全国レベルでの節電目標を共有し、広域での安定供給確保に向けた取組を進め
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る。

・このため、需給ひつ迫が予想される区域以外でも、需要家に一定の数値目標付

きの節電を要請し、それにより生じた余力を、需給の厳しい電力会社へ融通す

る。

・また、節電目標の共有により、新電力に生じた供給力について、新電力が相対

　契約で電力会社に売電しょうとする場合、需給が特に厳しい電力会社は、契約

　条件について真摯に対応する。’

※相対取引のほか、卸電力取引所での売電も可能である。

②」皇家塑幽拡大．
　・需給検証委員会においては、「現時点で、供給力と㌧て、自家発による追加の電

　力を積み増すことは困難といわざるを得ない」とされているが、少しでも、自

　家発活用による需給ギャップ解消の可能性を広げるため、各電力会社において

　引き続き、取組を進める。

　・また、数値目標付きの節電要請がなされている地域において、需要家の生産活

　動等への影響を極力抑える観点から、需要家が自家発で発電した電気を、電力

　会社の送電網を活用し、別の需要地にある自社や子会社等で有効活用すること

　については、「節電要請時における自家発の活用拡大策について」（平成23年

　11月資源エネルギー庁公表ガイドライン）に基づき、各電力会社において適

　切な対応を行う。

　・自家発の余剰の活用を図るため、新増設や休廃止設備の立ち上げを行う事業者

　に対して設備や燃料費の補助金による支援を行う。

（2　ステップ2： の活　による取

1：PPの余力の大ステップ3にも ）

・卸電気事業者及び卸供給事業者（卸・I　P　P事業者）が、「卸・I　P　P電源の発

電余力活用の具体的スキームについて」（平成23年11月資源エネルギー庁

公表ガイドライン）に基づき、現契約で定められた設備（石炭火力等の火力発

電所）の利用率を向上させ＼夜間や休日における供給力の拡大を図るとともに、

よりコスト高となる火力電源と差し替えることによりコスト抑制を図る。

※なお、卸・I　P　P電源は、夏期ピークの昼間においては、現契約に基づき既にフル出力

　運転していることが想定される。

※拡大した供給力を売却する場合には、（a）相対契約による現契約一般電気事業者への売却、

　（b）相対契約による他の電気事業者への売却、（c）卸電力取引所での売却が想定できるp
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（3）ステップ3：　　での　　1

1　　　型　　　　のπ昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上

　・系統に接続され、逆潮が可能な自家発を最大限に活用する観点から、卸電力取

　　引所において、取引の最小単位（現在は1，000kW）を撤廃し、比較的小規模の

　　自家発やコジェネ等の分散型電源の発電余力を活用可能とする売電市場を創設

　　し、6月中に取引を開始する。本年7月から開始する全量買取制度におけるグ

　　り一ン電力の取引も可能となるよう、r分散型・グリーン売電市場」として開設

　する。

　・その際、発電者側の取引参加が容易になるよう配慮を行う。具体的には、入会

　金・年会費・取引会員信認金を減免するとともに、系統に逆潮する量が一定で

　ない電気（いわゆる「出なり発電」）も取引可能な仕組みとする。

2　　　力取引月の　日1　の　用　　緩

　・卸電力取引所の「時間前市場」における「買い」については、（a）前日の需給計

　画提出（ゲートクローズ）後に生じた発電機のトラブルや、（b〉需給計画提出後

　の需要急増の場合などに利用が限定されているところ、本年6月中に、かかる

　取引要件を撤廃し、経済的な理由での買い入札や差し替えを可能とする。

・これにより、例えば、ある電気事業者が需要家との間でネガワット取引を行っ

　た場合に、それにより生じた供給力を利用することに加え、新たに、他の電気

　事業者が自社の供給力と差．し替える形で買い入札を行い、コスト最適化を図る

　といった取引も可能とする。

　※なお、連系線をまたいで送電する予定だった電源を通告変更して、時間前市場への売り

　　入札を行う場合、他の系統利用者に混雑処理が発生するリスクが想定されることから、

　　連系線利用の適正化の観点等から一定の要件が必要か、ES　C　J（電力系統利用協議会）

　　において、並行して検討を実施。

　※今夏においては試行的な実施とし、系統運用部門のオペレーションヘの影響等につき事

　　後的な検証を行い、特段の問題がなければ本格実施へ移行することを想定。

4．今夏以降の取組として　試すべき

！

　以下の事項（いずれも、ステップ3関連）については、需給検証委員会において

も、今夏の実施は困難なものとして整理されているが、今後の実現に向けて、具体

的な検討を進めていく必要がある。特に、電カシステム改革における検討に際して

は、本アクションプランの考え方を十分踏まえ、柔軟な料金メニュー等を活用しや

すい、自由度の高い電カシステムを目指すことが適当である。
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O需要家が参加可能なネガワット市場の創設（特別高圧・高圧大口向け）

Oアグリデータrによる市場の活用（高圧小口向け）

O需給状況に応じた料金の導入（市場連動・リアルタイムプライシング等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（低圧向け）

O実際の需給直前まで叡引可能な「リアルタイム市場」の創設（供給サイド）

　　今夏の取組については、定期的にフォローアップを行い、進捗状況を公表するこ

　とで、それ以降の取組に活かすとともに、電カシステム改革における具体的な検討

　においては、本アクションプランの考え方を十分踏まえたものとすることが適当で

　ある。
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Step1：需給情報の見える化、事前の相対

@　契約による計画的な供給力積み増し・需、
@　要抑制（従来型手法の拡大）

Step2＝相対取引の中風価格の変化等に
@　基づいて、需要家がタイムリーかつ主体
@　的に自家発や節電をコントロール
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新たなピーク時間帯料金
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の
公
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今夏以降取組の検討
1
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1 警

嗣
報

』

需要家が参加可能な I
l
l

アグリデーターによる I
I
l

需給状況に応じた料金の導入
）

ネガワット市場の創設 1 市場の活用
1
1

（市場連動・リアルタィムブライシンゲなど）

1

節電を促す新たなピーク電力対策への今後の取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Step3：地域の枠組みを超え、取引市場で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多数の主体が参加することで節電のや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り取りが行われる仕組み

　　　　　供給サイド

一般電気新電力
事業者

自家発

保有者

電力各社から更なる融通の確保

自家発余剰購入の拡大

IPPの供給余力の拡大
　一（kWh、コスト対　）

分散型・グリーン売電市場の開設

　　※小ロ自家発の取引環境整備

時間前市場の利用要件を廃止

需給直前まで取引可能な
「リアルタイム市場」の創設

團今夏に向け、市場メカニズムを活用しつつ、需給状況に応じて、需要家サイドの節電や自家発等の主体的な行動を促し、

　　「スマートな節電」等を通じて、需給ギャップの縮小・解消を図る。

騰定期的にフォローアップを行い、その結果を今夏以降の取り組みや、電カシステム改革の具体的な検討に反映させ母
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家庭の節電く今夏の節電のお願い＞
費泌玉響｝…≡一……箋・”．；艦・．ンー汽．♪－∫！：：7二皇腎．二‘．　　．　　　　一、　一　・．一、■　　　　　　　’　．　　　『、こ黄二：’『一」・ご一　　　　　　一　　こぞ’「＝・’セ　・　　　・

今夏の節電へのご協力のお願い

　今夏、北海道電力、関西電力、四国電力、九州管内を中心に、電力不足が懸念されま

す。政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力をして参ります
が、それでもなお電力需要と供給力にはギャップが発生することが懸念されます。

　大変なご迷惑をおかけしますが、以下のとおり節電のご協力をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノ～

家庭では、いっ、どれだけ節電をすれば良い？

関西電力管内　　1
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■高齢者の方々、障害をお持ちの方々、被災された地域の方々など、それぞれのご事情のもと、無理のない範
囲でご協力（使用していない部屋の電気はこまめに消す等）をお願いします。



・家庭の節電く電窺輿用の特懲＞．．■．■．．

．　　　｛網引いq @　　　““∵ド’㍑　“禰一…

夏の昼間の電力使用の特敏は？

　特に日中（13：00－16：00）頃に最大ピークとなる傾向にあり、

　日中ご在宅の場合には、特にこの時間帯の節電が重要となります。

kW

③家庭

　　　　ご在宅の場合は、
13：・ゆ16：・・の節電が特に重要聾す！

全需要
①＋②＋③

①大口（大企業や工　￥

⑤ノ、口（中小企業や

　　　　　　0　1　2　34　5　67　89101112i3i4i51617i81920212223　時刻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’【サンプルデータ等より資源エネルギー庁推計】

家庭の電気機器の使用例

　　　　　　　　　　夏の昼間（14時頃）の電気機器の使用例
　　　　　　　　　　　　　　　（在宅世帯の例）

　　　待機電力
　　　　　3％
　　　温水便座

　　　0．6％パソコン

0．4％　　昭日
　　　ゆ　もや

　　　6％

　　テレビ

　　5％

【資源エネルギー庁推計】

2



家庭の節電くメニュー＞

「節電メニュー」の中から、それぞれのご家庭で実施できるものをチェックして頂き、以

下の目標を目安としてご協力をお願い致します。

関西：15％以上九州110％以上四国：7％以上中部・北陸・中国：5％以上
東京・東北：数値目標を伴わない節電

エアコン

①室温28℃を心がける． 10％

②　　“すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを和らげる。
　　（エアコンの節電になります）。

　　　　　　　　　　　　■

．口

※設寒温度を2。C上げた場合

10％ 口

　　璽③無理のない範囲でエアコンを消し扇風機を使用する・　　　5・％　口

　　　　　　　※除湿運転やエアコンの頻繁なオ・ン才フは電力の増加になる場合があるため注意が必要。

冷蔵庫

　　　　　④鶉鰯鷺騰鵬与轟、鷲黙時間をでき　・％□
　　　　　　※食品の傷みにご注意ください。

照明

　　　　　⑤日中は不要な照明を消す．　　　　　　　5％　ロ

テ礁
　　　　　⑥搬嗣騰顧るとともに煙の輝度を枇　　2％□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※標準→省エネモードに設定し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用時間を2／3に減らした場合

温水勝継⑦温水財フ機能、タイマー節電機能を利肘る．・

　　　　　⑧　　　　　　　上記の機能がない場合、　　一
　　　　　　　使わない時はコンセントからプラグを抜く。

ジャー焼飯器

　　　　　⑨　　　　　　　早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊いて、

　　　　　　　冷蔵庫や冷凍庫に保存する。　　　’

待機電力

　　幽⑩駕認縣礁騒読響議騨勢巻く．

いずれかの対策により

4％未満 □

2％ □

2％ 口

曾　　日中は非在宅（会社・学校）の皆様へ　　・　　　　　　　　　　　　　．　　・日中は④冷蔵庫、⑦温水洗浄便座、⑩待機電力による節電をお願いします。

※資源エネルギ＿庁推計※在宅家庭の日車の最大使用時（約1，2。。w）1こ対する削減宰の目安3



家庭の節電くメニュー＞

エアコン
フィルターを定期的（2週間に1回程度）に掃除する。

2部屋でそれぞれ使用している場合には、1部屋（1台）に減らして使用する。

（側こ、350Wを2台を使用している場合、約30％の節電効果となります。）

口
口

冷蔵庫 壁との間に適均な間隔を空けて設置する。 口

電気ポット お湯はコンロで沸かし、ポットの電源は切る。・ 口

容量の80％程度を目安にまとめ洗いをする。 口

パソコン

日中、短時間であればノートパソコンの電源を抜いて使う。

省電力設定を活用する。

口
口
　じ　　　　ラ　　ラー㌧　　　　　　　　　■■』　　　一　一

紙パック式はこまめにパックを交換する。

昼間のピーク時はモップやほうきを使う。

口
口

弓イ7
スタイル

節電のための家事スケジュールを立てる。

日中（特に13＝00－16：00）を避けて電気製品を使用する。

外出や旅行による節電。

口

口

契約見直しや
見える化

契約電力の見直し（節電料金メニュー、適切なアンペア設定等）．

電力会社のウェブサイトに登録頂き消費電力を「見える化』

口
口

潮　　　　．ぞ　ゆ

　　　　＝」

　アイロン

トースター

　　‘　　　　　　　　　　ニ　　■

＝　”　　　　毒嚢　　　m

電気ポット

：Hクッキング

　ヒーター

　　　一π　軋』l

　　r・＝：癖

　　　踊

電子レンジ

曜・　　　　ボ」　　　一　　・　．

　‘；　、　　．　贋一　ム　．

　，羅　　三τ　．　・．

　　　ホットプレート

食器洗い機 浴室乾燥機

1巳コ

ドライヤー

　掃除機一

洗濯乾燥機

熱中症にご注意下さい

屋内でも熱中症にかかる場合があります。適切な室温管理や水分補給に留意頂く等、十分にご
注意ください。，特に、ご高齢の方や体調に不安のある方はお気をつけください。

4



家庭の節電メニュー＜取組の例＞

関西電力管内の取組例（節電15％以上）

＜エアコン＞室温28℃設定（設定温度を2℃上げる…▲10％

＜照明＞不要な照明を消す一▲5％・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝合計▲15％、

又は、

難季題舞轡蟹羅鎗撫灘露羅舞舞繋

九州電力管内の取組例（節電10％以上）

〈エアコン＞室温28℃設定（設定温度を2℃上げる）…▲10％
＜冷蔵庫＞設定を「中」に、扉の開閉時間を減らし、　…▲2％

　　　　　　　　食品を詰め込みすぎないようにする ＝合計▲12％一

四国電力管内での取組例（節電7％以上）

，霧蕪罪灘鷲，難鍵擁欝…

中部・北陸・中国電力管内での取組例（節電5％以上）

＜照明＞不要な照明を消す…▲5％
＜冷蔵庫＞設定を「中」に、扉の開閉時間を減らし、　…▲2％

　　　　　　　　食品を詰め込みすぎないようにする 〒合計▲7％

1節電・省エネの実施は、電気代の節約にもつながります。
｛
i例：夏の冷房時、室温280C設定　　　年間約670円の節約（6畳用エアコン1台あたり）
i　　エアコンの使用を1日1時間短縮　　年間約410円の節約（6畳用エアコン1台あたり）・

i　　冷蔵庫への詰め込みすぎをやめる年間約960円の節約（冷蔵庫1台あたり）

1　　　テレビ画面の輝度を下げる　　　　年間約600円の節約（32v型液晶テレビ1台あたり）
・　照明の点灯時間を1日1時間短縮　年間約430円の節約（54w白熱電球1灯あたり）
i
l※上記の数値は、いずれも年間を通じて取り組んだ場合の目安です。
i※詳細は、「家庭の省エネ大事典2012年版」（htt：！㎞．ecd．od／dic伽dex．html）をご覧ください。
き
ま

！　［

1
｝
｛

省二一宣えや、』E旦照明亟換も節電・省エネに
有効です。省エネ家電への買い替えに際しては、統一省エネラベ
ルを参考にしてください。

（お使いの電気製品をより大型のものに替えると、消費電力が増え
ることもありますのでご注意ください。）

省工累懲鬱情？

灘繍～



家庭の節電＜rでんき予報」と緊急時のお願い＞

『でんき予報』のご案内

でんき予報を参考にして頂き、黄・赤となった場合には、

一層の節電にご協力をお願い致します。

安定した

需給状況

やや厳しい

需給状況

厳しい

需給状況

　　　　（関西電力の例）

非常に厳しい

需給状況

緊急時の一層の節電φお願い

◎
非需に厳しい

需給状況

号

気温の急激な上昇や、発電所のトラブル停止などにより、

需給ひつ迫が想定される場合には、計画停電回避のため、
政府より、予め「電力需給ひつ迫警報」を発令し、

緊急の節電をお願いさせて頂く場合があります。

・需給ひつ迫警報の発令

・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、予め登録頂いた

メールの宛先（最終ページ）等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

餐く・：・：

撃まミーい

噛ミ

・需給ひつ迫警報の発令

・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、予め登録頂いた

メールの宛先（最終ページ）等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

・r緊急速報メール」で携帯電話に一斉にお知らせ。 さ峯
（一定の予備率が確保された場合には配信しない）

@　　　　　　　※状況に応じて運用の変更があり得ます。
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家庭の節電く節電・電力需給に関する情報等＞

節電・電力需給に関する情報等

■節電・電力需給に関する情報をwebでご紹介しています

　政府の節電ポータルサイト「節電．菖ojp」

　経済産業省ホームページ

　　htt：／／www．meti．o．’／setsuden／index．html

■「需給ひつ迫お知らせサービス』への登録をお願いいたします。

　万一、電力需給のひつ迫が予想される場合に、
　携帯電話・スマートフォンにお知らせします。登録をお願いいたします。

〔携帯電話〕右のQRコードまたはhtt：／／mail，setsudeh．o．’にアクセス

　〔スマートフォン〕ApP　StoreまたはGoogle　Playにアクセスし、“節電アクション”で検索

　※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
　※App　Storeは、米国およびその他の国々で登録されたAppleInc．の商標または登録商標です。

．錨鵡繍蕪．　，騰
　　地方自治体や公的な組織」民間の業界団体などが参加費無料で開催す
る節電・省エネに関する説明会に》節電・省エネの専門家を無料で派遣する

「無料講師派遣」を実施しています。

　　また、工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ診断を行うr無料

節電診断」「無料省エネ診断」も実施しています。

　　対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するポータル
サイトhtt：／／www．ecd．or．’／shindan／index．htmlをご確認下さい。

　この他にも、全国の小学校に節電・省エネの専門家であるr省エネ家電コ

ンシェルジュ」を派遣するr省エネ出前授業」を実施しています。申込方法等

については、省エネ家電普及促進フォーラムのホームページ

htt：／／www．shouenekaden．comをご確認ください。

■節電・電力需給に関するお問い合わせばこちら

　　経済産業省03－350H511（代表）

7



別緬5

①今夏の節電へのご協力のお願い

②夏期の電力需要の特徴

③業種別の節電メニューの例

　　　・　オフィスビル

　　　・　卸・小売店（百貨店、ドラッグストア等）

　　　・　食品スーパー

　　　・　医療機関（病院、診療所）

　　　・　ホテル・旅館

　　　・　飲食店（ファミレス、居酒屋等）

　　　・　学校（小中高校）

　　隆・　製造業

　　　・　記載例

④取組の例

⑤節電・省エネ関連補助金一覧
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今夏の節電へのご協力のお願い

■事業者の皆様への節電のご協力のお願い

　今夏、北海道電力、関西電力、四国電力、九州電力管内を中心に、電力不足
が懸念されます。政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限
の努力をして参りますが、それでもなお電力需要と供給力にはギャップが発生
．することが懸念されます。一

　大変なご迷惑をおかけしますが、需給ギャップによる停電の発生を回避する

ため、ライフライン機能の維持等に支障が生じない範囲で、以下のとおり節電
のご院力をお願い申し上げます。

関西電力管内
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■被災された地域の需要家の皆様へ　特に無理のない範囲でのご協力をお願い致します。
1・



今夏の節電へのご協力のお願い

■使用最大電力（kW）の抑制について
　ピーク期間・時間帯において、それぞれの需要家の一昨年（2010年）7月2日～9
月7日の使用最大電力（kW）の恒等を目安とした基準からの節電をお願いします。

関西電力管内の事業所Aの場合　く例＞

　関西電力管内における事業所Aの場合、一昨年夏8月6日の使用最大電力5、060kWに対し、今夏

15％以上の節電により、今夏における平日（8月13～15日を除く）9：00－20：00の時間帯は、使用最

大電力（kW）が、4、250kWを超えないよう節電へのご協力をお願いします。

使用最大電力
（kW）

基準電力：一昨年夏の便用最大電力（kW）の実績値
　　　　（例）5、000kW

5，000kW
　　　　■　口　□　目　■　5　目　翼偶　置　■　一 目　層　醒■■　■■■　■　■　■　置口・

15％以上？・

の節電

　　　　口田口4、250kW 目口じ■圏■■■　　　腫聖■■ロ■■■層覇■■咀■田口■■

今夏の節電目標（使用最大電力KWの値）
　（例）目標：4、250kWを超えないようにする

事業所Aの一昨年8月6日
のロードカーブ（kW

回
節電をお願いしたい時間帯

9：00 12：00 14：00 i8：00

國
時

■ライフラインの機能維持について

　　節電により、病院や鉄道等のライフライン機能等の維持に支障が出る場合には、

機能維持への支障が生じない範囲で自主的に目標を設定して節電をお願いします。

その場合には、事業所の業務部門（オフィス部門・間接部門）については各管内
の共通目標（関西の場合▲15％以上）の節電をお願いします。

　　当該事業所における業務部門以外の部門においては、平成23年夏期の東京・東
北電力管内における電気事業法27条の適用に当たっての制限緩和措置の考え方を
参考として下さい。
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今夏の節電へのご協力のお願い

■夏季の電力需要の特徴について
　需要全体としては、特に日中（13：00－16：00）頃に最大ピークとなる傾向にあり、

特にこの時間帯の節電が重要となります。

夏期平日の電力の使われ方（イメージ）

kW
13：00－16：00の節電が特に重要です

制

　
③、
十

　
②
要
十
需
①

③家庭

②小口

．0　1　2　3　4　5　6　7　8　91011121314151617181920212223　時刻

熱中症にご注意下さい
屋内でも熱中症にかかる場合があります。
適切な室温管理や水分補給に留意頂く等、十分にご注意ください。

特に、ご高齢の方や体調に不安のある方はお気をつけください。
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・夏の節電＜「でんき予報」と緊急時のお願い＞

■でんき予報のご案内

でんき予報を参考にして頂き、黄・赤となった場合には、

一層の節電にご協力をお願い致します。

安定した

需給状況

やや厳しい

需給状況

■緊急時の一層の節電のお願い

厳しい

需給状況

非常に厳しい

　需給状況

関西電力の例

，◎

非常に厳しい

需給状況

母

気温の急激な上昇や、発電所のトラブル停止などにより、

需給ひつ迫が想定される場合には、計画停電等の回避の
ため、政府より、予めr電力需給ひつ迫警報」を発令し、
緊急の節電をお願いさせて頂く場合があります。

、尋、前日夕方僧∫

・需給ひつ迫警報の発令
．・ sV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、予め登録頂いたメール

の宛先（最終ページ）等により企業、家庭に継続的にお知らせ。・

『．

・需給ひつ迫警報の発令

・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、予め登録頂いたメール
の宛先（最終ページ）等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

・「緊急速報メール」で携帯電話に一斉にお知らせ。

（一定の予備率が確保された場合には配信しない）

※状況に応じて運用の変更があり得ます。

k叉

査　　　へ　　　　「「、
　　　　一　　　　じ　　　　鳳

　　　　、

』
ぐ翫
劇’

需給のひつ迫による計画停電等を回避



オフィスビル

■オフィスビルの電力消費の特徴

　1日の雨気の　　　　　旦のピーク日

　・＿般的なオフィスビルにおいては、日中（9時～17時）に高い電力消費が続きます。

　　　　　　　図1：オフィスビル（事例）における電力需要カーブのイメ．一ジ

　　　　　　　　　kW

雨　亀含の

　0　　　3　　　6

のピークB軸

12　15　18．21
出典：資源エネルギー庁推計

・電力消費のうち、空調用電力が約48％、照明及びOA機器（パソコン、コピー機等）が約

40％を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約88％を占めるため、これらの分野における節電対策は一

特に効果的です。

　　　　　　　　図2：一般的なオフィスビルにおける用途別電力消費比率
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オフィスビル

竃 長　　　　　　　　‘雇…　　．・

・執務エリアの照明を半分程度間引きする。

照明
・使用していないエリアて会議室、廊下等）は消灯を徹底する。

無識
・執務室の室内温度を28。Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮
ｵつつ、28。Cより若干引き上げる）。

・使用していないエリアは空調を停止する。

OA
@器

・長時間席を離れるときは、OA機器の電源を切るか、スタ・ンバイモードにする。

建物全体に対　　実行

する節電効果チェック

13％
3％

　　4％
（十2℃の場合）

2％

3％

百器　　＝＝　　　　　　　　‘　　　　　　　　　・読．

・室内のCO2濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠運転
ﾉよって外気取入れ量を調整する（外気導入による負荷を減らすため）。

蓼空調…，・ ・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

・冷凍機の冷水出口温度を高めに設定し、ターボ冷凍機、ヒートポンプ等の動力

�甯ｸする（セントラル式空調の場合）。

5％

3％

2％

　　　＝　　冠…ニ＝…　　　」：…　　●・

E昼休みなどは完全消灯を心掛ける。

照明 ・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　E　D照明に交換する。

i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　ED照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。

・電気室、サーバー室の空調設定温度が低すぎないかを確認レ、見直す。

薫空話
・室外機周辺の障害物：を取り除くとともに、直射日光を避ける。

’・ d気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源：を保有している場合はそちらを優先運転する。

コンセント

@動力

・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、冷却停止時間の延長等を行う。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。
　　二．匁耀続I

血遠蛛c・

轤P脅二．：

ｵン’，」．』∫”・・

A擁灘｝影

・コージェネレーション設備を所有している場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家用発電機の活用、操業シフト等。

尽二… 　　　　　　冨…二罰喜一〇　一…　・

Eビル全体の節電目標と具体的アクションについて、関係全部門テナントへ理解と
ｦ力を求める。灘1

F
‘
ぢ

・節電担当者を決め、責任者（ビルオーナー・部門長）と関係全部門・テナントが出席した

tォローアップ会議や節電パトロールを実施する。

・従業員やテナントに対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供：を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。

・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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ビルオーナー・テナントの皆様へのお願い

■テナントの皆様へのお願い

＜照明＞
　オーナーとご相談頂き、ビル
　低玉等の節電をお願い致します。

＜空調＞
　個別の空調のスイッチをオフにして下さい（オーナー側で空調を集中管理する場合）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にな　よう昭日の日　　　　　　　　　　　　　　　　として’度な日

■ビルオーナーの皆様へのお願い

＜照明＞
①労働安全衛生法上の照度基準の下限値（300ルクス）を基本にビル全体で調整してい
　　ただくようお願い致します。（例：750ルクス→400ルクス）

　②ビル全体として適度な照度となるよう照明の間引きや照度の低下等、テナントの皆様
　　へのお声掛けをお願い致します。

＜空調＞
　　テナントの皆様には、不要な個別空調のスイッチをオフにしていただく等のお声掛け
　をお願い致します。　（可能な場合はオーナー様で空調の集中管理をお願い致します。），

　　　　　　　　　　、＜換気＞
　　．CO、濃度を管理して頂き、建築物衛生法及び労働安全衛生法上の室内CO、濃度基準
　（1，000ppm以下）をベースとし、過度な換気による冷房効率の低下とならないようお願
　い致します。

7



卸・小売店（百貨店、ドラッグストア　など〉

■卸・小売店の電力消費の特徴

　1目の雨気の　　　　　　　のピー　目

　・平均的な智・小売店においては、日中（10時～18時）に高い電力消費が続きますム

　　　　　　　図1：卸・小売店（事例）における電力需要カーブのイメージ

kW

0　　　3

のピーク日
912151821

出典：資源エネルギー庁推計

雨　摺　の　…　　　　　　　　　　　　　　1

？電力消費IDうち、空調が約48％、照明が約26％、冷凍冷蔵（冷蔵庫、ショーケース等）

　が約9％を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約83％を占めるため、これらの分野における節電対策は
　特に効果的です。

　　　　　　　　　蓄・：響1、轡

　　　　　　　　　　蕊鵬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

　　　　　　　　　図2：一般的な卸・小売店における用途別電力消費比率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8



卸・小売店

％　　冨　黒 　：…　　　　　　　●」　　　　　　　　　　　●

建物ヨ：俸1こヌ∬

ｷる節電効果

・店舗の照明を半分程度間引きする。 13％
照明 ・使用していないエリア（事務室、休憩室等）や不要な場所（看板、外部照明、

梼ﾔ場）の消灯を徹底する。 2％

ll空諏1
・店舗の室内温度を28。Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮し

ﾂつ、28。Cより若干引き上げる）。

　　4％（十2。Cの場合）

』1冷原』il』一w』

・業務用冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショーチスの消灯、凝縮器の洗浄を行う。、 1％

…：1睾識一

… ＝＝　　二＝　　　　　　　　　冨　　　　　　　　　　ま．

E室内のCO2濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠
@運転によって外気取り入れ量を調整する（外気導入による負荷を減らすため）。

矛＝幾許、解，，鉦・

@　．、聯．蕩

・ピーク時間を避けるため、営業時間や営業日を短縮・シフトする。
@（系列5店舗間で輪番平日一日休業又は営業時間短縮した場合。）

8％

P0％

＝　　罷　…＝三号’　　　冠　i…　　　●　●

照明
・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　ED照明に交換する。
i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　ED照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

・便用していないエリア（事務室、休憩室等）は空調を停止する。

・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。

ill空識 ・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれ：を活用する。

・搬入ロやバックヤードの扉を必ず閉め、売場の冷気流出を防止する。

・電気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

濡i
・冷凍・冷蔵ショーケースの吸込みロと吹出しロには商品を置かないようにすると共に、

闃咩Iに清掃する。

・オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースについては、冷気が漏れないようビニrルカーテンなど

�ﾝ置する。　　　　　　　　、

・デモンストレーション用の家電製品などはできる限り電源をオフにする。

コンセント

@動力
・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、．冷却停止時間の延長等を行う。

・デマンド監視装置：を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。　　一’協駆
�C、。鼻

�ﾖ鵜∵・

・．コージェネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家用発電機の活用等。

霞寵一 …i　籔難二二冨喜“　　　一圭　　う

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員へ理解と協力を求める。

・節電担当者を任命し、責任者（店長、部門長など）と関係全部門が出席したフォローアップ会議

竦ﾟ電パトロールを実施する。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供葦行う。

※ご注意

建物全体に対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国

・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一
閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。

日
日
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～

食品スーパー

■食品スーパーの電力消費の特徴

　1日の雨気の　　　　　　　のピー　日

　・平均的な食品スーバ」においては、日中く10時～19時）に高し．、電力消費が続きます。

　　　　　　　図1．：食品スrパー（事例）における電力需要カーブのイメージ

kW

出典：資源エネルギー庁推計

　　　　　　　　　　　03691215、1821

雨消の曇　の〕B”　1
・電力消費のうち、冷凍冷蔵（冷蔵庫、ショーケース等）が約35％、空調および照明（一般照

　明、ショーケース用照明）が約49％を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約84％を占めるため、これらの分野における節電対策は特
　に効果的です。

　　　　　　　　　　　　　，罐『』霧1蝿

　　　　　　　　　　．！冷蔵『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

図2：r般的な食品ス㌣パーにおける用途別電力消費比率

10



食品スーパー

冠　……　【　　　　　　　　　　」　：…　　　●　●

建物全体に対

ｷる節電効果

・店舗の照明を半分程度間引きする。 11％
照明 ・使用していないエリア（事務室、休憩室等）や不要な場所（看板、外部照明、

梼ﾔ場）の消灯を徹底する。
2％

つつ、

・店舗の室内温度を28。Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮し

@　　　28。Cより若干引き上げる）。

　　1％（＋2℃の場合）

・』1皇諏、、

・便用していないエリア（事務室、休憩室等）な空調：を停止する。 1％』
…
冷
凍
』
，
・
1
1
〉
』 ・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、凝縮器の洗浄・

�sう。
5％

…　＝＝
＝＝ 冨　　　　　　　　　　鷲．

Il…：些：調』 ・室内のCO2濃度の基準範囲内で、換気フアンの一定時間の停止、
^転によって外気取り入れ量を調整する（外気導入による負荷を減らすため）。

または間欠
4％

ノろ雛・瑞聯∫

@，濫、∫鵜∫シ：

・ピーク時間を避けるため、営業時間や営業日を短縮・シフトする。
@（系列5店舗間で輪番平日一白休業又は営業時間短縮した場合。） 10％

＝　　冨　…翌紺　　　‘　＝…　　　●　．

照明
・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　ED照明に交換する。
i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　E　D照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

黷P，
・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。

1…一 ｺ調．’： ・室外機周辺の障害物を取り除くとともに、直射日光を避ける。

・搬入ロやバックヤードの扉を必ず閉め、売場の冷気流出を防止する。

・電気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源を保有している場合はそちら：を優先運転する。

に清

・冷凍・冷蔵ショーケースの吸込みロと吹出しロには商品を置かないようにすると共に・　　　　　　ヨ

lF冷塗，プ冷蔵．・

・オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースに冷気流出防止用ビニールカーテンを設置する。

・調理機器、業務用冷凍・冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。
コンセント

@動力 ・自動販売機の管理者の協力の下、冷却停止時間の延長等を行う。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施するgllみ畿鞍㌣｝穿三

T欝鰭

ｮ講
・コージェネレrション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家用発電機の活用等。

β ’……　冨三＝二冨…釜 一　　　　一圭　　●

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員へ理解と協力を求める。
寓ゲ・、胴‘㌧■ノ『ケ冥一物、

P舞物毎

・節電担当者を決め、責任者（店長・部門長）と関係全部門が出席したフォローアップ会議や

ﾟ電パトロールを実施する。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　團

』記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一
閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。

　実行
チェック

日

□
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医療機関（病院｛診療所　など）

■医療機関（病院・診療所等）の電力消費φ特徴

　1日の西気の　われ　　　　のピーク日

　・平均的な医療機関（病院・診療所等）においては、日中（8時～17時）に高い電力消費
　　が続きます。

　　　　　　　　図1：医療機関（事例）における電力需要カーブのイメージ

kW

・出典：資源エネルギー庁推計

轟力消費の

0　　　3　　　6

の　一　B”

9　　　　12　　　　15　　　　18　　　　21

・電力消費のうち、空調が約38％、照明が約37％を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約75％を占めるため、これらの分野における餉電対策は

特に効果的です。

　　　　　　　　　麟l11』霧i謬　

OA機器，

　4％

図2二

　　　　照明，

　　　　37％

　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

一般的な医療機関における用途別電力消費比率

12．



医療機関

冨　養 ．馬三　　．・

・事務室の照明を半分程度間引きする。

照明
・使用していないエリア（外来部門、診療部門の診療時聞外）は消灯を徹底する。

ヒ蟹＝1
・病棟、外来、診療部門（検査、手術室等）、厨房、管理部門毎に適切な温度設定

�sう。

舞i誇 ・使用していないエリア（外来、診療部門等の診療時間外）は空調を停止する。

・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する・

建物全体に対　実行
する節電効果手工ツク

4％

4％

1％

1％

1％

f、空調誉

＝＝　　一一　　　　　　　　　緩　　　　　　　　　　覧・一

・室内のCO2濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠
　運転によって外気取り入れ量を調整する（外気導入による負荷を減らすため）。 匝］□
＝　劉…二三岬’　　｛駐…　　．・

照明

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　ED照明に交換する。

i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　E　D照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

・病棟では可能な限り天井照明を消灯し、スポット照明を利用する。

・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。

控壁轟． ・搬入ロの扉やバックヤードの扉を必ず閉め冷気流出を防止する。

・電気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

・電気式オートクレーブの詰め込み過ぎの防止、定期的な清掃点検：を実施する。
コンセント

@動力 ・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコン’セントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、冷却停止時間の延長等を行う。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。i懸灘

蜩

・コージェネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契納（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家用発電機の活用等。

』擢欝…二礪一＾…　併催冠喜一　　圭　・

・節電目標と具体策について、職員全体に周知徹底し実施する。

1　　鐘声　　　診　　　　蔚

・節電担当者を任命しへ責任者（病院長・事務局長など）と関係全部門が出席したフォローアップ

�cや節電パトロールを定期的に実施する。

・医療機関関係者に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。

・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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ホテル・旅館

■ポテル・旅館の電力消費の特徴

　1日の雨気の　　　　　　のピー　日

　・ホテル・旅館においては、日中（9時～20時）に高い電力消費が続きます。

　　　　　　　図1：シティホテルζ事例）における電力需要カーブのイメージ

　　　　　　　　　kW

　0　　　3

のピーク日

6 9．　12　15　18　21

’出典：資源エネルギー庁推計

・電力消費のうち、空調が約26％、照明が約31％を占めます。
　（グラフの照明比率の構成としては、概ね、客室：客室以外＝1：7となっています．）

・これらを合わせると電力消費の約57％を占めるため、これらの分野における節電対策は特
　に効果的です。’

　　　　　　　　　　　　　謹擬ll霧ll』趣，躍

　　　　　　　　　　　　　　　1レヘ㌧タ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照明
　　　　　　　　　　　　　　　　8％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31％

　　　　　　　　　　　コンセン

　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　4％　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

　　　　　図2：電気式空調を中心とするホテル・旅館における用途別電力消費比率

　　　　の　　　　　　　　　　　　t’　　　1暴力消
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ホテル・旅館

照明一

冠　豪・　　　　　　　　　　」　……　　　6　●　　　　　　　　　　一

@　　・客室以外のエリアの照明：を半分程度間引きする。

・便用していないエリア（会議室、宴会場等）は空調を停止する。

玄、窄諦≧
・ロビー、廊下、事務室等の室内温度を28。Cとする（または、風通しな
ﾇ室内環境に配慮しつつ、28。Cより若干引き上げる）。

覇 謡雨

・客室外気給気／浴室排気システムの場合は、10時～16時の送風量を50％風量、

または停止する。

建物全体に対　　実行
する節電効果　チェック

13％
1％

　　　1％
（十2℃の場合）

回□
＝　観三器曜　　●」廉　　　6つ

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　ED照明に交換する。

i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　ED照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

照明 ・宴会場の準備、片付けの際には一般照明のみ点灯し、演出照明（シャンデリア等）は消灯する。

・宿泊客への協力要請を通じて、客室の照明を抑制する（便用していない照明の消灯等）

・厨房排気を確認し適正な風量に調節する（過大な場合は外気を誘引してしまうため）。

・車の動きが少ない時間帯の駐車場給排気ファンの間欠運転をする。

無調i、1 ・電気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・日射を遮るために、ブラインド．遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

・宿泊客への協力要請を通じて、客室の空調を抑制する（温度設定を上げる等）。

・客室冷蔵庫のスイッチはr切」で待機する。

コンセント

@動力

・給湯循環ポンプの10時～17時（空室時）の流量削減または停止する（中央給湯万式）。

・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、冷却停止時間め延長等を行う。

醗灘鱒搬雛
・デマンド監視装置：を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策：を実施する。

・コージェネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。
＝麗喝：三ノ…一

ｷ，織霧海 ・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づく自家用発電機の活用等。

“　一圭　　禺 ＝自　　竃…二盟…≡一u　　一三　・

・施設全体の節電目標と具体策について、従業員全体に周知徹底し実施する。
朔”　　剛病『

@　　　髪
@　　　｛，

@　瓢　　　壱

@　■

・節電担当者を任命し、責任者（支配人・部門長など）と関係全部門が出席したフォローアップ会議

竦ﾟ電パトロールを定期的に実施する。

義 ・館内での貼り紙などを通じて宿泊客へ節電を呼びかける。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。

：轟謝繋驕黎罐聾姜墨聾識簾撫のとならな、、ようご注意下さ、㌔
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飲食店（ファミリーレストラン、居酒恩ファ＿ストフード店など）

■飲食店の電力消費事例　’

　1日の雨気の　　　　　のピー　日

　・24時間型・昼型・夜型など営業種別により営業時間帯が異な：り、外気温や入客状況に応

　じて電力消費の状況が大きく異なります。

　　　　　　　　　　　　図1：節食店における電力需要カーブの事例
24日妻問型
　　　　　例）ファミリーレストランなど
120

100

80

60

40

20

0

　　1　　3　 5　 7　　9　11　13　15　17　19　21　23

朝～夜型　　　　例）ファーストフード店、カフェなど
120

100

80

60

40

20

0

357911131517・192123

雨　消　の のピー　日田

夜～深夜型　　　　　例）居酒屋など
120　巴
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夜型

　120

　100
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　40
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　0

1357911131517192123
例）レストランなど

一

．理 『

融鴎

饗鱗｝
＿ど 煮．＿　跳謬

3　 5　 7　 9　11　13　15　17　19　21　23

　　　　串典：資源エネルギー庁推計

・電力消費のうち、空調が約46％、照明が約29％パ厨房機器等（給湯・冷蔵庫・ショー

ケース等）で約22％を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約97％を占めるた鳳これらの分野における節軍対策は
特に効果的です。

　　　　　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　　　　　3％

iii凛辮ii・i
．1 �ｲ・1。：

』46％・

空調、照明

厨房機器等

で約97％

照明

29％

　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

図2：飲食店における用途別電力消費比率の事例
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飲食店

※飲食店な望粥ごとだ電力鯛の形渤次ぎぐ異なるたぬ鍛癒ごとの鰯率喬弱ひて〃ぽ抗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設備毎　　　実行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の節効果　　チエツク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（十2。Cの場合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3％

照明

冠　黒］　　　　　　　　ヨ辰…　　●　つ

@　　・使用していないエリア（事務室等）や不要な場所（看板、外部照明等）

@　　の消灯を徹底し、客席の照明を半分程度間引きする。

遷調『
・店舗の室内温度：を28。Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮し

ﾂつ、28。Cより若干引き上げる）。

厨房
・冷凍冷蔵庫の庫内は詰め込みすぎず、庫内の整理葦行うとともに、温度

ｲ節等を実施する。

照明

　　　＝　　冠　…＝＝’｝　　冒塩…　　●　●

E従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　E　D照明に交換する。
i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　E　D照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

・便用していないエリアは空調を停止する。

・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。

染1調1・

・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

・室外機周辺の障害物を取り除くとともに、直射日光：を避ける。

・便用していない機器（調理機器など）のプラグを抜く。

厨房 ・調理機器の設定温度の見直しを行う。

・業務用冷蔵庫のドアの開閉回数や時間を低減し、冷気流出防止ビニールカーテンを

ﾝ置する。

コンセント

@動力
・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

鷹f．鷹1旨

Jン1オ搬難

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

β　一 … 冨5＝＝冠馨 畜　　　　　一…　　●

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員へ理解と協力を求める。
、吃協〃・Z」。2脇’・転”、あ

黶
@
舞
　
　
　
　
警
　
流
雛
雛
〃

・節電担当者を決ぬ責任者（店長）と関係全部門が出席したフォローアップ会議

@や節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・空調については電気式空調を想定しています。

・一
閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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学校（小中高）

■学校（小中高）の電力消費の特徴

　1日の雨気の　　　　　のピーク日

　・一般的な学校の就学日においては、日中（9時～17時）に高い電力消費が続きます。

　　　　　図1：公立小学校（事例）におけ母電力需要カーブのイメージ（就学日）

　　　　　　　　　kW

　　　　　　　　　　　0　　　3　　　6

吊力消蕎の　訳　　期のピーク時“

9　　　　12・　　15　　　18　　　21

列）

出典：資源エネルギー庁推計

・夏期の就学日におけるピーク時は、照明が約69％を占めています。

　（下グラフの照明比率の構成としては、概ね、体育館：教室・職員室・廊下二1：6となっていますg）

・教室部分に空調を設置していない場合が多いため、照明の比率が高くなっています。ただ
　し駕空調を設置している学校については空調の比率が高くなることに留意が必要です。

　　　　　　　　　　　OA機器
　　　　　　　　　　　　6％　　　　　　　　　　　　　　照明で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約69％

　　　　　　　　　　　　　　空調
　　　　　　　　　　　　　　7％｝　■

　　　　　　　　　　　　　動力　　　　　　　　　照明
　　　　　　　　　　　　　11％　　　　　　　　　69％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教室・職員室・廊下
　　　　　　　　　　　　　　　体育館！・

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　・　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

　　　　　　　　　　図2：一般的な学校における用途別電力消費比率
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学校（小中高）

＝一＝＝　　冠

照明 灘慧慧1灘蘇，＿＿、塵旧
貫・@　　　　　　」朧　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する節電効果チェック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建物全体に対　実行

＝一観三＝＝饗　　　」罷　　　●　・

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　ED照明に交換する。
（従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　ED照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

照明 ・体育館等で使われる水銀ランプを、セラミックメタルハライドランプに交換する。

（水銀ランプをセラミックメタルハライドランプに交換した場合、約50％消費電力削減。）

・便用していないエリア（教室音楽室等）は空調を停止する。一

・日射を遮るために、緑のカーテン、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

’｛空尉』 ・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。

・特別教室（音楽室、コンピュータ室等）は連続利用する。

・電気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・プールの水位調整のための給排水を少なくするよう工夫する。

コンセント
・プール用水のろ過フィルタを清掃する。

動力
・待機電力を削減する。

に　　　　はパ、コ、　一レビ　の　一　　コンセン　か、
・献立や調理の工夫により食器等を減らして食器洗浄機を便用したり、熱風保管庫の便用

日日世　ぐ　　　　疏　　ピー　繭　　　　1　　工

欝欝 』手洗い等、水の流し放鉱水の出しすぎに注意する。

購灘 ・節水こま、’泡沫水洗を便用する。

齢頚 ・旨　冨≡臨冨 雀一〇　一…　書

・児童・生徒等に対する節電教育：を行い、児童・生徒等の自発的な活動を推進する。
　　本・一ノ・之’

�f
坂ｳ　1駕　　蹴ウ・’一ウ屈zこ’一

・節電担当者を決め、責任者（校長先生等）と関係者が出席したフォローアップ会議や節電パト

香[ルを実施する。

・学校関係者1ご対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一
閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、指導上、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないホうご注意下さい。
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製造業

■製造業の電力消費の特徴

1日の雨気の 、のピー　日

昼間操業の需要家（一般的な稼働時間）

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 峠　　　一　　一　　　一 一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一 一　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一

塵劉二二 一
一

一　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　騨　　　一　　　一

黶@　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　』

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一 一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　｛　　　“

一　　一　　一　　帰　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　軸　　　一　　　一

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一 一　　　一　　　辱　　　一　　　一　　　一

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

＿　　＿　　』　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 帰　　　一　　　幅　　申　　一　　　一

昼夜連続操業の需要家（高い稼働時間）

ぷ㊥雷調ぷ調評調調飆飆飆飆・“蹴灘“灘

二塵翻二二：

翻翻齢麗麗縛縛ヂ試練ヂ評縛縛ヂ試練ヂ調

”…圭i蒼業種●了’釜屋茄弐iて。“自動輩蔀嘉製造て・’………●

　　　　　電気・一般機械製造（組立）など

負荷設備：生産機械、電気炉、空調・照明など

1主な業種：食品加工、電気・半導体製造など

…負荷設備：生産機械、空調・照明、

　　　　　クリーンルーム、冷凍・冷蔵設備など

出典：資源エネルギー庁推計

雨力消蕎の　訳（期のピークB” （ダ1

・電力消費のうち、生産設備が占める割合が高いため、生産工程の節電対策は特に効果的

です。業種（生産品目）や必要な生産環境（空調）に応じて電力消費形態が異なりま
す。

図：製造業の用途別電力消費比率事例

｛
出典：資源エネルギー庁推計
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製造業

※製澄業ば翻ごとrに電力衡男の形讐態が汰きぐ露なるため、書置億ごとの莇薯率を講。て〃，ま跳

　≡，マi…冠　i　＝＝

r不要又は待機状態にある電気設備の電源オフ及びモーター等の回転機の空転防
止を徹底する。

・電気炉、電気加熱装置の断熱を強化する。
　（節電効果：保温施工の実施例）

機械・設備毎の

節電効果
実行
チェック

日
　　　　　　　　　　▼　曇写　＝　＝＝
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　じ

・使用側の圧力を見直すことによりコンプレッサの供給圧力を低減する。
　（節電効果．：単機におけるQIMPa低減時）

・コンプレッサの吸気温度を低減する［設置場所の室温と外気温を見合いする］。

　（節電効果：単機における吸気温度10℃低減時）

・負荷に応じてコンプレッサ・ポンプ・ファンの台数制御：を行う。
　（節電効果：コンプレッサ5台システムでピーク負荷60～80％の場合）

・冷凍機の冷水出口温度を高めに設定しターボ冷凍機・ヒー’トポンプ等の動力を削減

する。（節電効果：利用側の状況を確認しながら7℃→9℃へ変更した場合）

　　　　　　　　　　　　　　調整によりインバータ機能を活用し全圧が80％となった場合）
・インバータ機能を持つポンプ・ファンの運転方法を見直す。
　（節電効果：弁の開閉状態の確認・

8％

2％

9％

魂5％

8％

o聖、量 轟　靴＝・，箇暁　　　　　　　　　　　＝三

E便用していないエリアは消灯を徹底する。　　　　　　　　’

照明 ・白熱灯を電球形蛍光ランプやLED照明に交換する。
@（節電効果：白熱灯60W→1電球形蛍光ランプ、　ED照明、に交換した場合）

・工場内の温度を28◎Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮しつつ、

28。Cより若干引き上げる）。
　（節電効果：室内温度設定を2℃上げた場合）

・外気取入量を調整することで換気用動力や熱負荷を低減する。
（節電効果：換気ファンの間欠運転または停止により30％導入量を低減した場合）

・室外機周辺の障害物を取り除くとともに、直射日光を避ける。
　（節電効果：日射の影響を受ける室外機によしずをかけた場合）

％
％騰
6％

8％

葉0％

冠　“冠 …　＝＝

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時には予め決めておいた節電対策を実施する。蕪欝欝

D＝．一’1イ、：二一乞

@簸照
・設備・機器のメンテナンスを適切かつ定期的に実施することでロスを低減する。

・節電担当者を決め、責任者（社長・工場長）と関係全部門が出席したフォローアップ

�cや節電パトロールを実施する。

　　　　彰、
@　　霧
@　　籏
D潜＿角．，影

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。 □
罰
・匠聾醐

㌧生産用動力の起動を節電時間帯の前にシフトする。

　　　　　　　　　　●　　　　㌧　　　一一4　一 一

・事務作業等の時間を調整し、電力ピークをシフトする。

・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家発の活用、操業シフト等。

※ご注意 　記載している節電効果は、機械・設備毎の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です

そのため、設備内容や利用状況等によって効果は異なる場合があります。

・空調については電気式空調を想定しています。
・節電：を意識しすきるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。

21



記載例
《オフィスビルの場合》

（参考）．

●・．　　　竃……　　　　　　　　‘腰　　　●・　　　　　　　　　　　　　する節電効
建物宝｛不に対　　肇

・執務エリアの照明を4分の1程度間引きする。 7％照明
・便用していないエリア（会議室、廊下等）は消灯を徹底する。『 3％

；，：無識1．

・執務室の室内温度を280Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮
ｵつつ、28。Cより若干引き上げる）。

　　　4％（十2℃の場合）

・使用していな：いエリアは空調を停止する。 ％

コンセント

@動力
・長時間席を離れるときは、OA機器の電源を切るか、スタンバイモード解 3％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．－

@　　　　　　＝＝　　　　　　　　　自社の実状に応じてフォーマットの対策・数値を・室内のCO2濃度¢アレンジしていただいて結構です。・　　　　　軍転

ﾉよって外気取ス． 5％
i「：l　i’

ｪ
：
蜜
調
ξ
i
：
三
マ
＝

・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。 3％
・冷凍機の冷水出ロ温度：を高めに設定し、ターボ冷凍機、ヒートポンプ等の動力

�甯ｸする（セントラル式空調の場合）。， 2％

　　　匿　‘…＝…劉1：…

E昼休みなどは完全消灯を心掛ける。

照明

・4分の1の照明を従来型蛍光灯からH　f蛍光灯に交換する。！　　　　　1　　　、　　　　　　　　一　　　、　，　　　、’　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈i従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED嗣こ交換した壁Ψq％消費電力肖り減）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　■　　　　骨　一｝　F　｝　ト　　丹　一－一Eフィルターを定期的にジ　　　　　　　　　　　　自社の実状に応じてフォーマットの対策・数値を

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　一　　一　　　　　　　　『　■　　　　一

・電気室、サーバー室の三アレンジしていただいて結構です。

睾認’ ・室外機周辺の障害物を取り除ぐとともに」直射日光を避ける。

・ニニ
＝A外　　エ（ガ　　　）　空曇，、1　保　し　、　合1そ　、を　先’云する／グ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’一

建物全体に対 塞勃

国

国

□
□
□

□
□

ノ

ノ！

本計画に盛り込む節電メニューを選びましょう（！）。

※基本アクションはできるだけ盛り込みましょう。

※実施できないメニュー：を盛り込む必要はありません。
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▲15％以上を目指した節電の取組例く関西電力管内＞

・執務エリアの照明を半分程度間引き　　　　　　　、…▲1396

・設定温度を280Cにするなど、適切な空調利用を徹底　　・‘・▲4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝合計▲17％

・店舗の照明を半分程度間引き

・空調の設定温度を280Cに

　　…　▲13％
　　一　▲4％
＝合計▲17％

・店舗の照明を半分程度間引き

・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、

　冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、

凝縮器の洗浄

…　▲　1196

　　…　▲5％
＝合計▲16％

・客室以外の照明を半分程度間引き　　　　　　　　　　…▲1396

・使用していないエリア（会議室・宴会場等）は空調を停止…▲1％

・ロビー、廊下等の空調の設定温度を280Cに　　　　　　…▲1％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝合計▲15％

・教室、職員室、廊下等の照明を4割程度間引きする　…▲16％
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工 助金一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

Gネ投資支援

エネルギー使用合理化事業者支援補助傘
@　　　　　（民間団体等分）

経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部

@　省エネルギー対策課
03－3501－9726

家庭・事業者向けエコリース促進事業 環境省 総合環境政策局

@環境経済課
03－5521－8240

環境配慮型経営促進事業に係る利子補給事業 環境省 総合環境政策局

@環境経済課
03－5521－8240

先進対策の効率的実施による

ﾆ務CO2排出量大幅削減事業
環境省

　地球環境局
n球温暖化対策課
s場メカニズム室

03－5521－8354

地域における市場メカニズムを活用した低炭素化推進
@　　　　　　　　　　　事業

環境省
　地球環境局
n球温暖化対策課
s場メカニズム室

03－5521－8354

　　　　　　カーボン・オ’フセツト及び

Iフセット・クレジット（J－VER）制度の推進事業
環境省

地球環境局地球温暖化対策課

@　市場メカニズム室
03－5521－8354

宅・建築物の省エネ支援・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井，、　　．．．．栖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　・

高効率ガス空調設備導入促進事業費補助金 経済産業省
資源エネルギー庁

d力・ガス事業部
Kス市場整備課

03－350卜2963

エネルギー管理システム（BEMS・HEMS）．導入促進事業
　　　1
o済産業省

　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部
@　省エネルギー対策課

03－3501－9726

住宅・建築物のネット・ゼロ・エネルギー化推進事業 経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部
@　省エネルギー対策課

03－3501－9726

環境・ストック活用推進事業（住宅・建築物省CO2先導事業、

囃z物省エネ改修推進事業、住宅のゼロ・エネルギー化推進事業）
国土交通省 住宅局住宅生産課 03－5253－8510

診断等にまる節電支援　　　　　　　　　　　　　　．秘録葦継し琳添｛≦字1喜，．　．，，光．．　　，。．て　、、、

省土ネルギー対策導入促進事業費補助金 経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部
@　省エネルギー対策課、

03－3501－9726

CO2削減ポテンシャル診断・対策提案事業 環境省 地球環境局地球温暖化対策課

@　市場メカニズム室
03－5521－8354

．電池導禾支援』1　∴、、じ算　　　　鰭嘩「瀞”一』i談詫ご詫憶弩論賛隷　”丁鼠濃烹』ごll、　一．』．．，．，

定置用リチウムイオン蓄電池導入支援事業費 経済産業省
商務情報政策局’

﨣�ﾊ信機器課
03－3501－6944

コジェネ等の自家発導入支援　　　　　　　　　　　　　　　時ギ’一　　　一一一鴨ふ『1趣い　　　　　　’一1

自家発電設備導入促進事業 経済産業省
資源エネルギー庁

d力・ガス事業部
d力基盤整備課

03－3501－1748

ガスコージェネレーション推進事業費補助金 経済産業省
資源エネルー庁
d力・ガス事業部
Kス市場整備課

03－3501－2963

　　　　　　　　病院等への

Rージェネレーションシステム緊急整備事業
環境省 　地球環境局

n球温暖化対策課
03－5521－8339

民生用燃料電池導入支援補助金 経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部

@　　燃料電池推進室
03－3501－7807

生可能エネルギーの導入支援

住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金 経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部
@　新エネルギー対策課

03－3501－4031

再生可能エネルギー等導入地方公共団体支援基金事業
@　　　　（グリーンニューディール基金）

環境省 総合環境政策局環境計画課 03－3581－3351

再生可能エネルギー等導入推進基金事業
@　（グリーンニューディール基金）

環境省 総合環境政策局環境計画課 03－3581－3351

温泉エネルギー活用加速化事業
環境省 地球環境局地球温暖化対策課 03－5521－8339

廃棄物エネルギー導入・低炭素化促進事業 環境省
廃棄物・リサイクル対策部

p棄物対策課産業廃棄物課

03－5521－8337

O3－5501－3156

農山漁村再生可能エネルギー導入事業 農林水産省
　　　食料産業局
ﾄ生可能エネルギーグループ
_村振興局整備部農村整備官

03－6744－1507

O3－6744－2209



夏の節電く節電・電力需給に関する情報等＞

節電・電力需給に関す㊧情報等一

■節電・電力需給に関する情報をwebでご紹介しています

　政府の節電ポータルサイト「節電．gojp」

　経済産業省ホームページ・

　　htt：／／www．meti．o．1／setsuden／index．htmI

■r需給ひつ迫お知らせサービス』への登録をお願いいたします。

　万一、電力需給のひつ迫が予想される場合に、
　携帯電話・スマートフォンにお知らせします。登録をお願いいたします。

〔携帯電話〕右のQRコードまたはhtt：／／mail．setsuden．o．’にアクセス

　〔スマートフォン〕ApP　StoreまたはGoogle　Playにアクセスし、“節電アクション”で検索

　※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

1講蘂欝欝欝灘欝響臨黙
　　地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開催す
　る節電・省エネに関する説明会に、節電・省エネの専門家を無料で派遣する

　「無料講師派遣」を実施しています。・

　　また、工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ診断を行う「無料

　節電診断」「無料省エネ診断」も実施しています。

　　対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するポータル

　サイトhtt：／／www．聾d．or、’／shindan／index．htmlをご確認下さい。

　この他にも、全国の小学校に節電・省エネの専門家である「省エネ家電コ

ンシエルジュ」を派遣するr省エネ出前授業」を実施しています。

　申込方法等については、省エネ家電普及促進フォーラムのホームページ

htt：／／www．shouenekaden．comをご確認ください。

■節電・電力需給に関するお問い合わせばこちら

　　経済産業省03－3501－1511（代表〉
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家庭の節電く今夏の節電のお願い＞

今夏の節電へのご協力のお願い

今夏、北海道電力管内では電力不足が懸念されます。

政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努
力をして参りますが、それでもなお電力需要と供給力にはギャップが

発生することが懸念されます。

大変なご迷惑をおかけしますが、以下のとおり節電のご協力をお願

い申し上げます。

．一■ @　皆、』7冒　‘二r　尋　　一

北海道電力管内　○鵜影1群留1鑑鷺轟　●数鯛醜しの闘麟隔離の闘
　　　　　　　　　　｛毎鉱の3！！3剛朽宅難く｝

　8　月　火　水　ホ　盆　土　　　　8　月　裂　旗　木　盆　土　　　　　臼　月　火　京　本　盆　土

　壌②00⑤07　　　　鬱鬱磯4　　　　　　　葱
　801⑩⑪⑫㊦き4　　5嚢難難蠢愚鞘　　2鬱鬱籔鬱鬱8
7摩5㊥⑱㊤⑳2蓬81213苫4磁鞭899癒㈱㈱15
月22磁警鐘鬱鬱28月篭9綱欝欝難25肌6重7Φ㊤⑳⑳22
　29欝魯　　　　　　　　　　　繊　　　23⑳㊨⑳⑦⑳29
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．辺

■高齢者の方々、障害をお持ちの方々、被災された地域の方々など、それぞれのご事情のもと、無

理のない範囲でご協力（使用していない部屋の電気はこまめに消す等）をお願いします。
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家庭の節電く今夏の節電のお願い＞

夏の昼間の電力使用の特徴

　　夏の北海道における平日の電気使用は、日中から夕方の長い時間帯に
　　ピークが継続することが特徴となっています。

　　　　　　　　　夏の北海道における平日の電気の使われ方（イメージ）

kW

家庭では、特に、夕方以降（18時から20時）
ﾌ時間帯、ご協力をお願いします。

全需要（①＋②＋③）
節電をお願いしたい時間

　　　　　　　②小

B家庭

碗ユ越“碑＝一脚『軸亀幽幽悟踊粒麟噛む鞠篭・悔津餌郷土鳳鋤眠遇甑・
　　、晶？』r層@．．’一
E㍑・ザ’

陶　　　幽　へ1・1大島

9：00 i8：0020：00時
　【サンプルデータ等より資源エネルギー庁にて推計】

家庭では、夏仁どんな電気製品を使っている？

　　　　　　　　北海道の家庭における夏の20時頃の消費電力
　　　　　　　　　　　　　　　　　（在宅世帯）

待機電力

　6％

照明の節電が重要です

＠
北海道では、

エアコンの使用が少なく、

特に家庭の電力使用が増加
する夕方の時間帯は、照明

の節電が重要です。

【資源エネルギー庁推計】

2



畢

家庭の節電メニュー

r節電メニュー」の中から、それぞれのご家庭で無理なく実施できるものをチェックして頂

き、以下を目安に合計がエ盟となるようにご協力をお願い致します。

テしビ■

①・照明の一部を消す。

　　・使用していない部屋の照明を消す。

7％ 口

◎：膿癬麟荏購ζ

※照明の3割程度を消灯した

　場合・

　　　2％　口

※標準→省エネモードに設定

牌卑．！・冷鯨の設定をr強』からr中』に変える．

　　　　　㊥：監嬰畿僻説鵠奮を

　　　　　　　轡型こ〒挙騨眺

勘響9即、　蘭水のタイマー節灘利鵬

イ、㊥’霧蹴｛ない場舗わない時1まコンセントから

㌢ヤ←懐飯器二

　　　　　⑥’講筵翻際1日分まとめて炊い℃冷蔵庫

2％ □

1％ 口
，いずれかの対策ほより“

3％ □

待機電力

｛彊⑦雀繍鶴鍛縷葱落書馨嵩繰汚グを抜く． 3％ 口

曾　　エアコンを使用されるご家庭におかれましては、以下の取り組みが効果的です。
　　　・設定温度を20C上げて280Cとした場合　10％
　　　・エアコンの替わりに扇風機を使用する　　50％

※在宅家庭のピーク時の消費電力（約700W）に対する削減率の目安

※資源エネルギー庁推計
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家庭の節電メニュー

・難蠢蠢灘醸鰹議灘鑛鵜 謬

暉麗冷
壁との間に適切な間隔を空けて設置する。 濃

電気ポ亨卜 お湯はコンロで沸かし、ポットの電源は切る。 口／

洗濯機． 容量の80％程度を目安にまとめ洗いをする。 口

難鶏
日中、短時間であればノートパソコンの電源を抜いて使う。

省電力設定を活用する。

口

旦
掃除機

紙パック式はこまめにパックを交換する。

昼間のピーク時はモップやほうきを使う。

口
口

弓イ7

灘纂1

節電のための家事スケジュールを立てる。

特に、タ方（18時～20時）を避けて電気製品を使用する。

旅行や外出による節電。
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　　　　　　　契約電力の見直し（節電料金メニュー、適切なアンペア設定等）

契約の見直9や1．北海道電力にご相談ください。

照1△（ブレ＋の交換工事等が必要になる場合があ蹴

、、薫、◎☆勲斜φマ子マサィトに鱗酵牌勲奔「然う侮、、ぶ

口

潮　　一1；1乏　　．　　巳　　‘ニr　　　　　　一　　　』　築三　　’丁　一　・、

　　∬＝4　9　　　：m　　毒m　　　、二；　　　獅：：「二　　‘・、　　一『・：：・．1＝一盈一■

　　　．　　．　　．　　　　　　　　　　　　　　－　　　　薮　　　一　「一：　　ゴ　　一　・‘

　アイロン　　　　電気ポット　　　電子レンジ　　　ホットプレート　　　ドライヤー

　　　　　　　　IHクッキング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掃除機『
トrスター @史タニー．．奪雛堕．’、盤腿蓼．・．灘乾麟

熱中症にご注意下さい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

屋内でも熱中症にかかる場合があります。適切な室温管理や水分補給に留意頂く等、十分にご注
意ください。特に、ご高齢の方や体調に不安のある方はお気をつけください。
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家庭の節電メニュー＜取組の例＞

北海道電力管内（節電7％）での取組例

く照明＞照明の一部を消す。使用していない部屋の照明を消す。　…▲7％

＝合計▲7％

藷警☆■◇　　　　　　　　，☆．、．湖※

麟講麟蕪雑謹撫肖魚鱗1
菰麟電力X，雛コ擁ぽな鱗鯉奪舜切る細▲雛

節電』省エネの実施は、電気代の節約にもつながります。

例：夏の冷房時、室温28。C設定　　　年間約670円の節約（6畳用エアコン1台あたり）

　　エアコンの使用を1日1時間短縮　　年間約410円の節約（6畳用エアコン1台あたり）

　　冷蔵庫への詰め込みすぎをやめる年間約960円の節約（冷蔵庫1台あたり）

　　テレビ画面の輝度を下げる　　　　年間約600円の節約（32v型液晶テレビ1台あたり）

　　照明の点灯時間を1日1時間短縮　年間約430円の節約（54w白熱電球1灯あたり）

※上記の数値は、いずれも年間を通じて取り組んだ場合の目安です。
※詳細は、「家庭の省エネ大事典2012年版」（htt：〃wvw．ecd．or．’ノdictハndex．html）をご覧ください。

一費えや、』E、D照明皿交換も節電・省エネ有
効です。省エネ家電への買い替えに際しては、統一省エネラベル
を参考にしてください。

（お使いの電気製品をより大型のものに替えると、消費電力が増え

ることもありますのでご注意ください。）

禰工ネ像露は？

☆絵

L、、
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家庭の節電＜「でんき予報」と緊急時のお願い＞

「でんき予報』のご案内

でんき予報を参考にして頂き、黄・赤となった場合には、

一層の節電にご協力をお願い致します。

■嫁くでんホームベージ　　　　竃ヵ戚鰍沢ブラノ
fでんきラ縮」　　　　　　　脚t娼猟剛　　　　　　一絶姻、噺
　　　　　　　　　　、裾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構畷1，伸‘’曾孝
　本日の子瀦　　　　　　　　　　　　聾

　　　　　　　　　　のり　ルンとそゑ　ぼくゑヌ　　　　　　　がンコゆロナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　ロゴ

目艦載曇彌醐』』1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欄瞳、　尋欄鞠董鰍船軍島》‘1｝　　　　　　　　　　　　　　鬼転”　　　一　癖r暫“

　　　　　　　　　　　■■』1一り毎韓、　　　‘4e再薯　　　柵　，寒参ヤ1七

　　　　　　　　　　”二↓硯隔ゴマ：、～姻ち　　　　　　“脚『博い・髄酵’
　　　　　　　　　　垂垂ノ、轟嘆了　　　　　　、ゐ》“ト’「一博脅一η樋、歴φド9

璽でんきう纏（斜路畠力｝の凡例

ゆカばねヨ

目
十力

鶴購下

團
箕郷。し

2蹴糖

薩
督しい

やうヌ　なア

1禽…

国
葬蓄に鐵しい

緊急時の一層の節電のお願い

ルパほむだア

麟
。慧

気温の急激な上昇や、発電所のトラブル停止などにより、需給

ひつ迫が想定される場合には、計画停電回避のため、政府よ
り、予め「電力需給ひつ迫警報」を発令し、

緊急の節電をお願いさせて頂く場合があります。

・需給ひつ迫警報の発令・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、予め登録頂いた

＝[ルの宛先（最終ページ）等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

・顔1

薄蕊　、

L ．オ

・需給ひつ迫警報の発令

・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、予め登録頂いた

メールの宛先（最終ページ）等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ≦

’離議驚蕪欝蚕 娩
　
て
、
一

需給のひつ迫による計画停電等を回避
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家庭の節電く節電・電力需給に関する情報等＞

節電・電力需給に関する情報等

■節電・電力需給に関する情報をwebでご紹介しています

　政府の節電ポータルサイト「節電gojp」

　経済産業省ホームページ

　　htt：／／www、metL　o．’／setsuden／index．html

■r需給ひつ迫お知らせサービズ』への登録をお願いいたします。

　万一、電力需給のひつ迫が予想される場合に、
　携帯電話・スマートフォンにお知らせします。登録をお願いいたします・

　〔携帯電話〕右のQRコードまたはhtt：／／mail．setsuden．o．’にアクセス

　〔スマートフォン〕ApP　StoreまたはGoogle　Playにアクセスし、“節電アクション”で検索

　※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

．議樂論議欝欝騨　黙
　　地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開催す
る節電・省エネに関する説明会に、節電・省エネの専門家を無料で派遣する

　「無料講師派遣」を実施しています。

　　また、工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ診断を行う「無料

節電診断」「無料省エネ診断」も実施しています。

　一対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するポータル

サイトhtt：／／www．ecc’．or．’／shindan／index．htmlをご確認下さい。

　この他にも、全国の小学校に節電・省エネの専門家である「省エネ家電コ

ンシェルジュ」を派遣するr省エネ出前授業」を実施しています。申込方法等

については、省エネ家電普及促進フォーラムのホームページ

htt：／／www．shouenekaden．comをご確認ください。

■節電・電力需給に関するお問い合わせばこちら

　　経済産業省03－350H511（代表）

　　北海道経済産業局　011－709－2311（内2702、2703）資源エネルキ㌧環境課
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別紙5

①今夏の節電へのご協力のお願い

②夏期の電力需要の特徴

③業種別の節電メニューの例

　　　・　オフィスビル

　　　・　卸・小売店（百貨店、ドラッグストア等）

　　　・　食品スーパー

　　　・　医療機関（病院、診療所）

　　　・　ホテル・旅館

　　　・　飲食店（ファミレス、居酒屋等）

　　　・　学校（小中高校）

　　　・　製造業

　　　・　記載例

④取組の例

⑤節電・省エネ関連補助金一覧
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今夏の節電へのご協力のお願い

■事業者の皆様への節電のご協力のお願い
　今夏、北海道電力管内において電力不足が懸念されます。政府、電力
会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力をして参ります
が、それでもなお電力需要と供給力にはギャップが発生することが懸念

されます。

　大変なご迷惑をおかけしますが、需給ギャップによる停電の発生を回
避するため、ライフライン機能の維持等に支障が生じない範囲で、以下
のとおり節電のご協力をお願い申し上げます。

■節電をお願いしたい期間・時間・節電目標

7月23日（月）から9月7日（金）まで（お盆期間（8月13日
から8月15日）を除く。）は平日9時から20時までの間※、一
昨年比7％以上の節電にご協力をお願いいたします。

　※9月10日（月）から14日（金）までは17時から20時ま
での間、同様に節電にご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　∈）平日7／お～9／7910G、20：00
北海道電力管内　　平B鱗。～蓬4ηloo－2αoo　●獺臼飾協闘
　　　　　　　　　｛彰鉱の8！冠卿昼餐葛く｝
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今夏の節電へのご協力のお願い

■使用最大電力（kW）の抑制について
　ピーク期間・時間帯において、それぞれの需要家の一昨年（2010年）7月23日～

　9月14日の使用最大電力（kW）の恒等を目安とした基準からの節電をお願いします。

　例えば事業所Aの例の場合、一昨年8月6日の使用最大電力1、ooOkWに対し、今夏7％以上の
節電により、今夏における平日（8／1345を除く）9：00－20：00の時間帯は、使用最大電力

（kW）が、930kWを超えないよう節電へのご協力をお願いします。

基準電力：一昨年夏の使用最大電力（kW）の実績値
@　　　　（例）2010年8月6日（金）1，000kW

　ぞII豪．一
Eマ％以よ1落の節電』　　　－　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一

便用最大電力
ikW）

@　　　　　　　　　1、000kW

@　　　　　　　　　930kW

幕ﾆ所Aの一昨年8月6日（金）
ﾌロードカーブ（kW）

今夏の節電目標（便用最大電力KWの値）

@（例）今夏の目標：930kWを超えないようにする

節電をお願いしたい時間帯

9：00 20：00 時

■ライフラインの機能維持について

　節電により、病院や鉄道等のライフライン機能等の維持に支障が出る場合に
は、機能維持への支障が生じない範囲で自主的に目標を設定して節電をお願い

します。その場合には、事業所の業務部門（オフィス部門・間接部門）につい
ては北海道電力管内の共通目標（▲7％以上）の節電をお願いします。

　当該事業所における業務部門以外の部門においては、平成23年夏期の東京・
東北電力管内における電気事業法27条の適用に当たっての制限緩和措置の考え
方を参考として下さい。



今夏の節電へのご協力のお願い

■夏季の電力需要の特徴について
　夏の北海道における平日の電気の総需要は、日中から夕方の長い時間帯に

　ピークが継続することが特徴となっています。
　・大ロ需要家の電力需要は、全時間帯で大きな変動がなく推移しています。
　・小ロ需要家の電力需要は、日中から夕方にかけてピークを形成しています。

夏期平日の電力の使われ方（イメージ）

kW

・塁二鍵蹴

@節電をお願いする時閻帯

　　　　　　　　　　　　　・ゴ麗≦き

克�v　　　　　　ズ
@　　　　　　　　輯．｝鼻｝一
D’L瀧二院だ　　　　　　　，．鱒一
@　　　　一『瓶き・」ミ

@　　　　　　　　　小ロ

@家庭

徽　響輝　　　　　　一つ・醐羅鵬顧灘羅　　ハト諺

潔聯 @　　’撤廃無二瓢揺臨簸鱗難灘 ，脳螂醤！

9：00 20：00 時

熱中症にご注意下さい
屋内でも熱中症にかかる場合があります。’

適切な室温管理や水分補給に留意頂く等、十分にご注意ください。

特に、ご高齢の方や体調に不安のある方はお気をつけください。
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夏の節電＜「でんき予報」と緊急時のお願い＞

■でんき予報のご案内

　でんき予報を参考にして頂き、黄・赤となった場合には、
　一層の節電にご協力をお願い致します。

■爆くでんホームベージ　　　　電力慈腿溌プラ7
fでんき予超」　　　　　　　叙，囎4田圃仕｝　　　　　“、．，b、れ
　　　　　　　　　　、ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　虞、£！星い一，炉
　奉8の予緩　　　　　　　　　　　　　”・

　　　　　　　　　　ちヨザ　ゆンぢつハねぶにき　　　　　　ぜニリめかロ　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ヤサ

野羅蜘職』』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋　・欄｛噂ぽ‡満塁鱈賢もてβ讐峯L　　　　　　　　　　　　　　嚇鮒　　　　　　しr”

　　　　　　　　　　　一　聖　舶ゆ“鵡、　　　o嚢■魂、　　噸　？・，4●㍗，

　　　　　　　　　　身』銅尋n”r’心窩竃5　　　　　ボ、偽1，毎　岬噴・
　　　　　　　　　　4亀繁覇賢聖！　　　　　　～八裂“》」ヌ鴛，τ；・γ祷・蔚・叩醇

■でんき予報（揖お幻〕）の凡例

るゆパぢゆめ
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■緊急時の一層の節電のお願い

t甥kW趨下

｛ト噸岸一」・
踵嚥
纏仁竃“’

母

　気温の急激な上昇や、発電所のトラブル停止などにより、
　需給ひつ迫が想定される場合には、停電回避のため、

　政府より、予めr電力需給ひつ迫警報」を発令し、
　緊急の節電をお願いさせて頂く場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　團

・需給ひつ迫警報の発令

・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、予め登録頂いたメール

の宛先（最終ページ）等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

・需給ひつ迫警報の発令

・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、予め登録頂いたメール

の宛先（最終ページ）等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

ク

・「緊急速報メール」で携帯電話に一斉にお知らせ。

（一定の予備率が確保された場合には配信しない）

※状況に応じて運用の変更があり得ます。

kメ

査γタ
　　　　欧字〉≦’

へ

厨
需給のひつ迫による計画停電等を回避



オフィスビル

■オフィスビルの電力消費の特徴

　1日の雨気の、　　　（　其のピーク日）

　・一般的なオフィスビルにおいては、日中（9時～18時）に高い電力消費が続きます。

　　　　　　　図1：オフィスビル（事例）に㌍け母電力需要カーブのイメージ

　　　　　　　　kW

雨　ミ’ノ　の

。24681。121416182・22’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

其の14日頃の”
ダ
1

・電力消費のうち、空調用電力が約37％、照明及びOA機器（パソコン・コピー機等）が

約48％を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約85％を占めるため、これらの分野における節電対策は

特に効果的です。

　　　　　　　　　　　　　その他9％
　　　　　　　　エレベータ　　　　　　　　　　　　　　空調、照明

　　　　　　　　　6％　　　　　　　　　　　　　　OA機器で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約85％

　　　　　　　　　　　　。A機器　・・翻翫　　㌔

　　　　　　　　　　　　19％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

図2：一般的なオフィスビルにおける用途別電力消費比率
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オフィスビル

4 簑」　　　　　　　‘顧　　　．・

・執務エリアの照明を半分程度間引きする。

照明
・使用していないエリア（会議室、廊下等）は消灯を徹底する。

一空調

・執務室の室内温度を28。Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮
ｵつつ、28。Cより若干引き上げる）。

・便用していないエリアは空調を停止する。

OA
@器

・長時間席を離れるときは、OA機器の電源を切るか、スタンバイモードにする。

誉二＝覇二二　　　　　　　　‘　　　　　　　　●難．

・室内のCO2濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠運転
ﾉよって外気取入れ量を調整する（外気導入による負荷を減らすため）。

空調一 ・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

・冷凍機の冷水出ロ温度を高めに設定し、ターボ冷凍機、ヒートポンプ等の動力

�甯ｸする（セントラル式空調の場合）。

建物全体に対　　実行

する節電効果チェック

　15％
　　4％

　　　3％
（十2℃の場合）

　　1％

　　3％

％
％
％
4
2
1

＝一」…≡二紺　　　，厭　　　。・

・昼休みなどは完全消灯を心掛ける。

照明 ・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　E　D照明に交換する。

i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　ED照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。

・電気室、サーバー室の空調設定温度が低すぎないかを確認し、見直す。
．』空調i

・室外機周辺の障害物を取り除くとともに、直射日光を避ける。

・電気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源を保有している場合はそちら：を優先運転する。

コンセント

@動力

・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、冷却停止時間の延長等を行う。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。
勢ぐ・嬉螂，1砺

E三・三こ”勲

x夢．

ﾘ欝．

・コージェネレーション設備を所有している場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家発の活用、操業シフト等。

θ 一……　　　　　　　　冠弐 ……穎害 ム ●　　霊　　ε

一　！　一『　一　一

・ビル全体の節電目標と具体的アクションについて、関係全部門・テナントへ理解と

ｦ力を求める。

・節電担当者を決め、責任者（ビルオーナー・部門長）と関係全部門・テナントが出席した

tォローアップ会議や節電パトロールを実施する。

ρ～』ゆ㌧一1■

@　1　｝　　　一　）

・従業員やテナントに対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。

・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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ビルオーナー・テナントの皆様へのお願い

■テナントの皆様へのお願い

＜照明＞
　　オーナーとご相談頂き、ビル全　として’度な日 にな　よう昭日の日弓 昭度

　の低二E等の節電をお願い致します。

＜空調＞
　個別の空調のスイッチをオフにして下さい（オーナー側で空調を集中管理する場合）。

■ビルオーナーの皆様へのお願い

＜照明＞
　①労働安全衛生法上の照度基準の下限値（300ルクス）を基本にビル全体で調整してい
　　ただくようお願い致します。（例：750ルクス→400ルクス）
　②ビル全体として適度な照度となるよう照明の間引きや照度の低下等、テナントの皆様

　　へのお声掛けをお願い致レます。

＜空調＞
　　テナントの皆様には、不要な個別空調のスイッチをオフにしていただく等のお声掛け

　をお願い致します。（可能な場合はオーナー様で空調の集中管理をお願い致します。）

＜換気＞
　　CO2濃度を管理して頂き、建築物衛生法及び労働安全衛生法上の室内CO、濃度基準・
　（1，000ppm以下）：をベースとし、、過度な換気による冷房効率の低下とならないようお願

　し、致します。

灘

懸
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卸・小売店（百貨店、ドラッグストア　など）

■卸・小売店の電力消費の特徴

　1日の西気の　　　　（百具のピーク日）

　・平均的な卸・小売店においては、日中（9時～18時）に高い電力消費が続きます。

　　　　　　　図1二卸・小売店（事例）における電力需要カーブのイメージ

　　　　　　　　kW

0　　2　　4　　6　　8　　10　　12　　14　　16　　18　　20　　22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

雨　ミ’ノ費の （　の14日頃の1’

・電力消費のうち、空調が約41％、照明が約30％、冷凍冷蔵（冷蔵庫、ショーケース等）

が約10％を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約81％を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

OA機器4％

ショーケース

　　7％

冷蔵庫3％護

空調、照明

冷凍冷蔵で

約81％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

図2：一般的な卸・小売店における用途別電力消費比率
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卸・小売店

営　　召 夷＾　　　　　　　」臆　　　．・

・店舗の照明を半分程度間引きする。

照明 ・使用していないエリア（事務室、休憩室等）や不要な場所（看板、外部照明、

梼ﾔ場）の消灯を徹底する。

1空調』．
・店舗の室内温度を28。Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮し

ﾂつ、28。Cより若干引き上げる）。冷
凍
』
l
r
△
一

・業務用冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショウースの消灯、凝縮器の洗浄を行う。

＝＝　　一一　　　　　　　　　　冠　　　　　　　　　　●鴬・．

・室内のCO2濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠
　運転によって外気取り入れ量を調整する（外気導入による負荷を減らすため）。

建物全体に対
する節電効果

14％

3％

　　3％
（十2。Cの場合）

1％

・ピーク時間を避けるため、営業時間や営業日を短縮・シフトする。

　（系列5店舗間で輪番平日一日休業又は営業時間短縮した場合。）
國

照明

　　　＝　」…二三”　　　‘惹　　　．・

E従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　E　D照明に交換する。
i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　E　D照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

・便用していないエリア（事務室、休憩室等）は空調を停止する。

．∴i二iノニ』 ・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。

li…i空1調ii：1 ・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

・1・．ii：1一！1

・搬入ロやバックヤードの扉を必ず閉め、売場の冷気流出を防止する。

・電気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

i…ii鶴1』
・冷凍・冷蔵ショーケースの吸込みロと吹出しロには商品を置かないようにす否と共1昏定期的に清掃する。

・オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースについては、冷気が漏れないようビニールカーテンな：ど

�ﾝ置する。

・デモンストレーション用の家電製品などはできる限り電源をオフにする。

コンセント

@動力
・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、冷却停止時間の延長等を行う。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージェネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。
、メ4＝か」・†’・・’“い女γ有憶・、h

@　　”∫さ，翫
ﾊ．、欝撚鮮 ・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家用発電機の活用等。

蔭・二…垂 雛玉藍冠釜去じ　箋　　・
欝
・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員△理解と協力を求める・

離
萎
i
菱
縫

・節電担当者を任命しへ責任者（店長、部門長など）と関係全部門が出席したフォローアップ会議

竦ﾟ電パトロールを実施する。　　　霧　　　　畳字　　　　：’」糊、羅　　　縣

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一
閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。

日
□
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食品スーパー

■食品スーパーの電力消費の特徴

　1臼の雨気の　　　　（其のピーク臼

　・平均的な食品スーパーにおいては、日中（9時～18時）に高い電力消費が続きます。

　　　　　　　図1：食品スーパー（事例）における電力需要カーブのイメージ

　　　　　　　　kW

0　　2　　4　　6　　8　　10　　12　　14　　16　　18　　20　　22

　時

出典：資源エネルギー庁

雨力消書の の14日頃のt’

・電力消費のうち、冷凍冷蔵（冷蔵庫、ショーケース等）が約3‘7％、空調および照明（一般

照明、ショーケース用照明）が約45％を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約82％を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

空調、照明

冷凍冷蔵で

約82％

　　　　　　　　冷蔵庫7％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁

図2：一般的な食品スーパーにおける用途別電力消費比率
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食品スーパー

冠　……，L　　　　　　　　」睡　　　●　・
建物全体に対

ｷる節電効果

・店舗の照明を半分程度間引きする。 11％
照明 ・使用していないエリア（事務室、休憩室等）や不要な場所（看板、外部照明、

梼ﾔ場）の消灯を徹底する。
2％

・店舗の室内温度を28。Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮し

ﾂつ、28℃より若干引き上げる）。

　　1％（＋2℃の場合）

11，空調i

・使用していないエリア（事務室、休憩室等）は空調を停止する。 1％
冷
凍
，
一
v
』

・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、凝縮器の洗浄

�sう。 5％

控諏

5＝三　二＝　　　　　　　冠　　　　　　　．読．

@・室内のCO2濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠
@　運転によって外気取り入れ量を調整する（外気導入による負荷を減らすため）。 3％

・ピーク時間を避けるため、営業時間や営業日を短縮・シフトする。
@（系列5店舗間で輪番平日一日休業又は営業時間短縮した場合。） 10％

　一■♂｝嚇、”　辱　、

D照、明

＝　　冠｝　＝＝’が　　　‘隈…　　　●　・

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　E　D照明に交換する。
i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　E　D照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

・フィルタ」を定期的に清掃する（2週間にr度程度が目安）。

ii，fl窒調！r ・室外機周辺の障害物を取り除くとともに、直射日光を避ける。

・搬入ロやバックヤードの扉を必ず閉め、売場の冷気流出を防止する。

・電気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・冷凍・冷蔵ショーケースの吸込みロと吹出しロには商品を置かないようにすると共に、

@　　　に清ヨ
il美冷騰・蒲蔵1．

・オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースに冷気流出防止用ビニールカーテンを設置する。

・調理機器、業務用冷凍・冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。
コンセント

@動力 ・自動販売機の管理者の協力の下、冷却停止時間の延長等を行う。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。　　　7　　肥4・一

p　　丁漁獲
・コージェネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。縫

、
騰
驚
鷺
， ・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家用発電機の活用等。

嚇
冨…馨…冨叢去　　墾　　・

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員へ理解と協力を求める。

・節電担当者を決め、責任者（店長・部門長）と関係全部門が出席したフォローアップ会議や

　節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一
閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。

　実行
チェック

日

□
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医療機関（病院、診療所　など）

■医療機関（病院・診療所等）の電力消費の特徴

　4目の電気の使われ方（夏期のピーク目）

　・平均的な医療機関（病院・診療所等）においては、日中（8時～17時）に高い電力消費
　　が続きます。

　　　　　　　　図1：医療機関（事例）における電力需要カーブのイメージ

　　　　　　　k

0246810121416182022 時
出典：資源エネルギー庁推計

の費消力雷 （其の14日贋の”

・電力消費のうち、空調が約36％、照明が約39％を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約75％を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

　エレベータ

　　4％
OA機器4％

その他■

17％

空調36％

空調、照明

で約75％

出典：資源エネルギー庁推計

図2：一般的な医療機関における用途別電力消費比率
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医療機関

冠　…菩 」腰　　　．・

・事務室の照明を半分程度間引きする。

照明
・使用していないエリア（外来部門、診療部門の診療時間外）は消灯を徹底する。

室蘭』 ・使用していないエリア（外来、診療部門等の診療時間外）は空調を停止する。

・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

建物全体に対　実行
する節電効果チェック

5％

5％

1％

1％

1％

＝ヨ醐＝…　　　　　　　　劉　　　　　　　　　驚・．

・室内のCO2濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠
　運転によって外気取り入れ量を調整する（外気導入による負荷を減らすため）。 回□

照明

　　　＝　　プ…二男ボ　　　‘朧　　　●・

E従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　E　D照明に交換する。
i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　ED照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

・病棟では可能な限り天井照明を消灯し、スポット照明を利用する。

・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。

11ili舞，；謝i髪 ・搬入ロの扉やバックヤードの扉を必ず閉め冷気流出を防止する。

iill、1！．1

・電気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

・電気式オートクレーブの詰め込み過ぎの防止、定期的な清掃点検を実施する。コンセント
@動力．．

・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセンドから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、冷却停止時間の延長等を行う。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

1の繋
・コージェネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家用発電機の活用等。

縫淫識…羅罰・…… 　　　　　　　マ　サム冨　　＝…劃　＿　一 一＿　　　　　●

・節電目標と具体策について、職員全体に周知徹底し実施する。

・節電担当者を任命し、責任者（病院長・事務局長など）と関係全部門が出席したフォローアップ

会議や節電パトロールを定期的に実施する。

・医療機関関係者に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一
閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。

・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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ホテル・旅館

■ホテル・旅館の電力消費の特徴

　1日の雨気の　　　　（のピーク日）

・ホテル・旅館においては、日中（7時～19時）に高い電力消費が続きます。

　　　　　　図1ニシティホテル（事例）における電力需要カーブのイメージ

kW

0　　　2　　　4　　　6　　　8　　10　　12　　14　　16　　18　　20　　22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

轟力消　の （其の其の44日、頃の”　（1

・電力消費のうち、空調が約26％、照明が約31％を占めます。
　（グラブの照明比率の構成としては、概ね、客室：客室以外＝1：7となっています。）

・これらを合わせると電力消費の約57％を占めるため、これらの分野における節電対策は
　特に効果的です。

その他31％
空調26％一

空調、照明

で約57％

　エレベータ

　　8％

コンセント4％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

図2：一般的なホテル・旅館における用途別電力消費比率
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ホテル・旅館

照明

‘叢、　　　　　　　一廉　　　．・

@　　・客室以外のエリアの照明を半分程度間引きする。

・使用していないエリア（会議室、宴会場等）は空調を停止する。

．空，調・一．

・ロビー、廊下、事務室等の室内温度を28。Cとする（または、風通しな
ﾇ室内環境に配慮しつつ、28。Cより若干引き上げる）。

建物全体に対　　実行

する節電効果　チェック

13％
1％

　　　1％
（十2℃の場合）

・空・請』

凱 ¶夢　鴛・．

・客室外気給気／浴室排気システムの場合は、10時～17時の送風量を50％風量、

または停止する。 E動□
昌　　嗣ぎ；三Ψ　　．」療…　　●・

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　E　D照明に交換する。
i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　E　D照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

照明 ・宴会場の準備、片付けの際には一般照明のみ点灯し、演出照明（シャンデリア等）は消灯する。

・宿泊客への協力要請を通じて、客室の照明を抑制する（便用していない照明の消灯等）

・厨房排気を確認し適正な風量に調節する（過大な場合は外気を誘引してしまうため）。

・車の動きが少ない時間帯の駐車場給排気ファンの間欠運転をする。

・電気以外の方式（ガス方式等）の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。纏網i、，・i

�Dン・弓：二：i二’

・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

・宿泊客への協力要請を通じて、客室の空調：を抑制する（温度設定を上げる等）。

・客室冷蔵庫のスイッチはr切」で待機する。

コンセント

@動力

・給湯循環ポンプの10時～17時（空室時）の流量削減または停止する（中央給湯万式）。

・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、冷却停止時間の延長等を行う。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

一『■　」一　「一－

剄u義

l－罵二蹴 縺o1

・コージェネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づく自家用発電機の活用等。

郷　一……　擢 ＝霊　　‘罰金＝プ聲会●　岬…　・

・施設全体の節電目標と具体策について、従業員全体に周知徹底し実施する。

・節電担当者を任命し、責任者（支配人・部門長など）と関係全部門が出席したフォローアップ会議

竦ﾟ電パトロールを定期的に実施する。

ヲ　琴　　饗

ﾞ
第
三
i
裟

・館内での貼り紙などを通じて宿泊客へ節電を呼びかける。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一
閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。

・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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飲食店（ファミリーレストラン、居酒屋ファーストフ＿ド店など）

■飲食店の電力消費事例

　4日の雨気の　　　　　のピーク日）

　・24時間型・昼型・夜型など営業種別により営業時間帯が異なり、外気温や入客状況に応
　じて電力消費の状況が大きく異なります。

　　　　　　　　　　　　図1：飲食店における電力需要カーブの事例

24日春闘型
　　　　　例）ファミリーレストランなど

　120
　100

　80
　60
　40

　0　　13579”13、5、7192、23時
草月～夜型
　　　　例）ファーストフード店、カフェなど

　120
100

80

60

40

20

0

3579111315、7、92、23時

帝力消費の の20日頃の米

夜～深夜型　　　　　例）居酒屋など

　120
　100
　80
　60
　40
　20
　　0

夜型

120

100

　80
　60
　40
　20

　0

・3579…3・5・7192123時
例）レストランなど

『

醜
」』 @でド＝ ＿、．k鰍“ 辱、三、一・

　轄翫＝f罐＝」亀マ詫 　髪銑麟隻影蝋繍　．
1二、墨：部

、3579、、1315、7192、23時

　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

・電力消費のうち、空調が約46％、照明が約29％、厨房機器等（給湯・冷蔵庫・ショー
ケース等）で約22％を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約97％を占めるため、これらの分野における節電対策は
　特に効果的です。

その他3％

空調、照明

厨房機器等

で約97％

出典：資源エネルギー庁推計

図2：飲食店における用途別電力消費比率の事例
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飲食店

茨餅：飴な座業影響ごと∫に電力丞莚摺の形i競。ウぐぎぐ異な｛5，だめ、吝設虜ごとの莇雷率を記載して6，5ε祝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設備毎　　　実行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の節電効果　　チェック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（十2。Cの場合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3％

照明

観甕・L　　　　　　　　」鳳…　　．・

@　・使用していないエリア（事務室等）や不要な場所（看板、外部照明等〉　　　の消灯を徹底し、客席の照明を半分程度間引きする。

．室蘭』
・店舗の室内温度を28。Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮し

ﾂつ、28。Cより若干引き上げる）。

厨房
・冷凍冷蔵庫の庫内は詰め込みすぎず、庫内の整理を行うとともに、温度

ｲ節等を実施する。

＝　　劉…＝三
’‘▼ @　　」贋…　　　●　●

照明
・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　E　D照明に交換する。
i従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　E　D照明に交換した場合、綿40％消費電力削減。）

・使用していないエリアは空調を停止する。

・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。
lll：誰1…講』

・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさ賦すだれを瀬用する。

・室外機周辺の障害物を取り除くとともに、直射日光を避ける。

・使用していない機器（調理機器など）のプラグを抜く。

『厨薦 ・調理機器の設定温度の見直しを行う。

・業務用冷蔵庫のドアの開閉回数や時間を低減し、冷気流出防止ビニールカーテンを

ﾝ置する。

コンセント

@動力
・電気式給湯機、給茶器、温水洗浄便座、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

縦講
・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

郷雲…i 」顎 署＝冨　一畳 語 籠　　　●

灘
　
　
　
一
ノ
忽
　
　
　
饗
　
　
　
饗
　
　
　
饗
ノ
’
　
　
■
　
雪
　
　
’
∫

● 店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員へ理解と協力を求める。

潅

芽　　馨 ● 節電担当者を決め、 責任者（店長）と関係全部門が出席したフォローアップ会議
套
諺
搭
や節電パトロールを実施する。

爵

● 従業員に対して、 家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・空調については電気式空調を想定しています。

・一閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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学校（小中高）

■学校（小中高）の電力消費の特徴

　1日の雨気の　　　．　（のピーク日）

・一ﾊ的な学校においては、日中（8時～16時）に高い電力消費が続きます。

　　　　　　　図1二公立小学校（事例）における電力需要カーブのイメージ

　　　　　　　kW

02468101214161820
雨力消費の　訳（其の14日、頃の田 ダ1））

22
　　時

　出典：資源エネルギー庁推計

・夏期の就学日におけるピーク時は、照明が約74％を占めています。
　（グラフの照明比率の構成としては、概ね、体育館：教室・職員室・廊下＝1：6となっています。）

・教室部分に空調を設置していない場合が多いため、照明の比率が高くなっています。ただ
　し、空調を設置している学校については空調の比率が高くなることに留意が必要です。

OA機器
　7％

照明で

約74％

　　　　　　　　　　　　　　　　出典：資源エネルギー庁推計

図2：一般的な学校における用途別電力消費比率
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学校（小中高）

＝一＝＝　　冨 …．」L

E教室、

　　　　　一環…　　．・

E員室、廊下の照明を間引きする。

照明
・点灯方法や使用場所を工夫しながら体育館の照明を1／4程度間引きする。

建物全体に対　実行
する節電効果チェック

照明

一
一
冠

。もマ

、腰

コンセント

　動力

灘

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やL　E　D照明に交換する。
（従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　E　D照明に交換した場合、約40％消費電力削減。）

・体育館等で使われる水銀ランプを、セラミックメタルハライドランプに交換する。

（水銀ランプをセラミックメタルハライドランプに交換した場合、約50％消費電力削減。）

・使用していないエリア（教室、音楽室等）は空調を停止する。

・日射を遮るために、緑のカーテン、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

・フィルターを定期的に清掃する（2週間に一度程度が目安）。

・特別教室（音楽室、コンピュータ室等）は連続利用する。

・電気以外の方式（ガス万式等）の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・プールの水位調整のための給排水を少なくするよう工夫する。

・プール用水のろ過フィルタを清掃する。

・待機電力を削減する。

に　　　1パ、コ、　一レビのプー　　コンセン　から
・献立や調理の工夫により食器等を減らして食器洗浄機を便用したり、熱風保管庫の使用

H、日世　ぐ　　　　など　ピー　講　　∫i　工

・手洗い等、水の流し放し、水の出しすぎに注意する。

・節水こま、泡沫水洗を便用する。・

蝦磁雪縣i…

嚢憂　一こ楠

‘　　ニ＝」 　一　　　　　　　　　　　＿　　　　　　◎■■　　　　り　　　　憎

・児童・生徒等に対する節電教育を行い、児童・生徒等の自発的な活動を推進する。

・節電担当者を決め、責任者（校長先生等）と関係者が出席したフォローアップ会議や節電パト

ロールを実施する。

・学校関係者に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。

・空調については電気式空調を想定しています。

・一
閧ﾌ条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、指導上、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。、
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業造製

■製造業の電力消費の特徴

1日の雨気の　わ （一興のピーク日

昼間操業の需要家（一般的な稼働時間）

』　　　　一　　　　一　　　　→　　　　響　　　　『　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　『　　　　一　　　　一　　　　一 ロ　　　　一　　　　一　　　　一 一　　　　一　　　　｝　　　　一　　　　一　　　　帰　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

『 一　　　一　　　嗜　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　｛

塵翻二二二二ニ
『
一

一　　　｝　　　｝　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

一　　　　－　　　　一　　　　『　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　『

一 『　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一 一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　｝　　　　一　　　　一　　　　一　　　　『 一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　｝　　　　一

一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一 一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　｝　　　　｝　　　　｝ 一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

昼夜連続操業の需要家（高い稼働時間）

㊥㊥調調評翁評⑨調賦⑨翻減麗瞭麗麗灘

二麗翻二1二

釜屋茄土て●”自動軍部嘉製造て●一”’”……’…

電気・一般機械製造（組立）など

：生産機械、電気炉、空調・照明など

調㊥調諭ぷ調ぷ虐融蔚♂評ヂヂ⑨ヂ縛講評評就縛縛沸

負荷設備

…主な業種：食品加工、電気・半導体製造など

…負荷設備：生産機械、空調・照明、

　　　　　クリーンルーム、冷凍・冷蔵設備など

出典：資源エネルギー庁推計

雨力摺智の 其の　一　日田 （1

・電力消費のうち、生産設備が占める割合が高いため、生産工程の節電対策は特に効果的
です。

・業種（生産品目）や必要な生産環境（空調）に応じて電力消費形態が異なります。

　
　
備
明
几
又
照
％

騰
勢

憲
汰

『　｝嘱

出典：資源エネルギー庁推計

図二製造業の用途別電力消費比率事例
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製造業

身穣鐘業ば翻ごとだ書方屍卿の形渤ウtきぐ異なるため、容認婿ごとの訪薯率を講ひて〃，ま＝疏

　三，・雁‘　i　ニ＝

・不要又は待機状態にある電気設備の電源オフ及びモーター等の回転機の空転防
止を徹底する。

・電気炉、電気加熱装置の断熱を強化する。
　（節電効果：保温施工の実施例）

機械・設備毎の　実行
節電効果　　　　チェック

囹日
　　　　　　　　　，▼億……冨　書　＝三

・便用側の圧力を見直すことによりコンプレッサの供給圧力を低減する。
　（節電効果：単機におけるQI　MPa低減時）

・コンプレッサの吸気温度を低減する［設置場所の室温と外気温を見合いする］。
　（節電効果：単機における吸気温度10℃低減時）

・負荷に応じてコンプレッサ・ポンプ・ファンの台数制御を行う。
　（節電効果：コンプレッサ5台システムでピーク負荷60～80％の場合）

・インバータ機能を持つポンプ・ファンの運転方法を見直す。
　（節電効果　弁の開閉状態の確認・調整によりインバータ機能を活用し全圧が80％となった場合）

・冷凍機の冷水出ロ温度を高めに設定し、ターボ冷凍機・ヒートポンプ等の動力を削減

する。（節電効果：利用側の状況を確認しながら7℃→9℃へ変更した場合）

8％

2％

9％

禮5％

8％

n爵i， 圭　暑聞書　舗　暁＝；

・使用していないエリアは消灯を徹底する。

照明 ・白熱灯を電球形蛍光ランプやLED照明に交換する。
@（節電効果：白熱灯60W→1電球形蛍光ランプ、　ED照明、に交換した場合）

・工場内の温度を280Cとする（または、風通しな：ど室内環境に配慮しつつ、

280Cより若干引き上げる）。
　（節電効果：室内温度設定を2℃上げた場合）

・外気取入量を調整することで換気用動力や熱負荷を低減する。
（節電効果：換気ファンの間欠運転または停止により30％導入量を低減した場合）

・室外機周辺の障害物を取り除くとともに、直射日光を避ける。
　（節電効果：日射の影響を受ける室外機によしずをかけた場合）

％
％
①お

6％

8％

10％

冨 巴冠　…　＝三

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時には予め決めておいた節電対策を実施する。

・設備・機器のメンテナンスを適切かつ定期的に実施することでロスを低減する。

・節電担当者：を決め、責任者（社長・工場長）と関係全部門が出席したフォローアップ

�cや節電パトロールを実施する。
　　．灘

ﾞ難 ・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。 □

※ご注意

・事務作業等の時間を調整し、電カピークをシフトする。

・需給調整契約（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家発の活用、操業シフト等。

記載している節電効果は、機械・設備毎の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です

そのため、設備内容や利用状況等によって効果は異なる場合があります。

・空調については電気式空調を想定しています。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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記載例
《オフィスビルの場合》

（参考）

● ・．　　　　‘……L　　　　　　　‘項…　　．・

・執務エリアの照明を4分の1程度間引きする。
照明

・使用していないエリア（会議室、廊下等）は消灯を徹底する。

識謝1
・執務室の室内温度を28。Cとする（または、風通しなど室内環境に配慮

ｵつつ、280Cより若干引き上げる）。

・使用していないエリアは空調を停止する。

コンセント

@動力
・長時間席を離れるときは、OA機器の電源を切るか、スタンバイモードにオ⊃1

建物全体に対
する節電効

　　　7％

　　　4％

　　　3％
（十2。Cの場合）

　　　　OO

　　　3％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　論　一　■　一㎜　一
Q　＝三　器　　　。　　　　　　　　　自社の実状に応じてフォーマットの対策・数値を・室内のCO2濃度¢アレンジしていただいて結構です。　　　　　　軍転によって外気取入

4％
li：裂i誌、1…一

・日射を遮るために、ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。 2％
・冷凍機の冷水出ロ温度を高めに設定し、ターボ冷凍機、ヒートポンプ等の動力

�甯ｸする（セントラル式空調の場合）。 1％

照明

一
閣 」 盟u 睡

・昼休みなどは完全消灯：を心掛ける。

・4分の1の照明を従来型蛍光灯からH　f蛍光灯に交換する。
ノ　　　　　　1い　、ノ　　　　　　　r盲　　　、　，　、　、’　　　　　　　　　　　　　コロ　　　一一』一

（従来型蛍光灯からH　f蛍光灯又は直管形L　E　D照明に交換した場合 陶40％消費電力削減。）

塞物

日

□
□

□
□
□

空調

□
□

’フィルターを定期的に零自社の実状1こ応じてフォ＿マットの対策．数髄

・電気室、サーバー室の多アレンジしていただいて結構です。

・室外機周辺の障害物を取り除くとともに、直射日光を避ける。

・ニニ ＝A O　　エ（ガ　　　　）　空葦熱1．　保　し　、　目合1そ 、を　先’云する

！

5

本計画に盛り込む節電メニューを選びましょう（！）。

※基本アクションはできるだけ盛り込みましょう。

※実施できないメニューを盛り込む必要はありません。
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▲7％以上を目指した節電の取組例

・執務エリアの照明1／4程度間引き

・設定温度を28◎Cにするなど、適切な空調利用を徹底

…　▲8％

…　▲3％
　＝合計▲11％

・店舗の照明を1／4程度間引き

・空調の設定温度を280Cに

…　▲7％

…　▲3％

（＝▲14％×1／2）

＝合計▲10％

・店舗の照明を1／4程度間引き

・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、

　冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、

凝縮器の洗浄

…▲6％

…　▲5％
　＝合計▲11％

・客室以外の照明を半分程度間引き …▲13％

・教室、職員室、廊下等の照明を3割程度間引きする …　▲1’2％

　『（＝▲17％×3／4）
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・ノ G 補助金一

対策項目名 府省名． 担当部局． 電話番号

エネ投資支援

エネルギー使用合理化事業者支援補助金
@　　　　　（民間団体等分）

経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部

@　省エネルギー対策課
03－3501－9726

家庭・事業者向けエコリース促進事業 環境省
総合環境政策局

@環境経済課
03－5521－8240

環境配慮型経営促進事業に係る利子補給事業 環境省
総合環境政策局

@環境経済課
03－5521－8240

先進対策の効率的実施による

ﾆ務CO2排出量大幅削減事業
環境省

　地球環境局
n球温暖化対策課
s場メカニズム室

03－5521－8354

地域における市場メカニズムを活用した低炭素化推進
@　　　　　　　　　　　事業

環境省
　地球環境局
n球温暖化対策課
s場メカニズム室

03－5521－8354

　　　　　　カーボン・オフセット及
Iフセット・クレジット（J－VER）制度の推進事業

環境省
地球環境局地球温暖化対策課

@　市場メカニズム室
03－5521－8354

主宅一」建築物の省エネ支援、
ド　’一I」一■一

高効率ガス空調設備導入促進事業費補助金 経済産業省
資源エネルギー庁

d力・ガス事業部
Kス市場整備課

03－3501－2963

エネルギー管理システム（BEMS・HEMS）導入促進事業 経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部
@　省エネルギー対策課

03－3501－9726

住宅・建築物のネット・ゼロ・エネルギー化推進事業 経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部
@　省エネルギー対策課

03－3501－9726

環境・ストック活用推進事業（住宅・建築物省CO2先導事業、
囃z物省エネ改修推進事業、住宅のゼロ・エネルギー化推進事業）

国土交通省 住宅局住宅生産課 03－5253－8510

診断等繕憲ゑ範輦車援糞』“ ※冨‘　　　　　　、ド・∫　　　　　　　　　　　t一揖　　・語・土熱・一ζ墨一1一一　　“‘・rン
@　　　　　　　　　　　，、、、‘・　　．」一ぜ噛｛・　　…「細：＝二κ1ンh喋・才一てい．

省エネルギー対策導入促進事業費補助金 経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部
@　省エネルギー対策課

03－3501－9726

CO2削減ポテンシャル診断・対策提案事業 環境省
地球環境局地球温暖化対策課

@　市場メカニズム室
03－5521－8354

－電海難糞婁磐鷲、碁、、ン三三｝二灘☆rゴ“寮課欝翻i三．舞ζ顔繋難flテ1聰鞘㌧堪

定置用リチウムイオン蓄電池導入支援事業費 経済産業省
商務情報政策局

﨣�ﾊ信機器課
03－3501－6944

ゴジ土，ネ等φ自家発導入支擾楚 ～f』穣　　　　4離離一贈ニド『、・・L・＝㌘1就！

@　　　　し　　　　　　　　　　　　一　一

自家発電設備導入促進事業 経済産業省
資源エネルギー庁

d力・ガス事業部
d力基盤整備課

03－350H748

ガスコージェネレーション推進事業費補助金 経済産業省
資源エネルギー庁

d力・ガス事業部
Kス市場整備課

03－3501－2963

　　　　　　　　病院等への

Rージェネレーションシステム緊急整備事業
環境省

　地球環境局
n球温暖化対策課

03－5521－8339

民生用燃料電池導入支援補助金 経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部
@　　燃料電池推進室

03－3501－7807

生可能エネルギーの導入支援

住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金 経済産業省
　　資源エネルギー庁
ﾈエネルギー・新エネルギー部
@　新エネルギー対策課

03－3501－4031

再生可能エネルギー等導入地方公共団体支援基金事業
@　　　　　（グリーンニューディール基金）

環境省 総合環境政策局環境計画課 03－3581－3351

再生可能エネルギー等導入推進基金事業
@　（グリーンニューディール基金）

環境省 総合環境政策局環境計画課 03－3581－3351

温泉エネルギー活用加速化事業
環境省 地球環境局地球温暖化対策課 03－5521－8339

廃棄物エネルギー導入・低炭素化促進事業 環境省
廃棄物・リサイクル対策部

p棄物対策課産業廃棄物課

03－5521－8337

O3－5501－3156

農山漁村再生可能エネルギー導入事業 農林水産省
　　　食料産業局
ﾄ生可能エネルギーグループ
_村振興局整備部農村整備官

03－6744－1507

O3－6744－2209



夏の節電く節電・電力需給に関する情報等＞

節電・電力需給に関する情報等

■節電・電力需給に関する情報をwebでご紹介しています

　政府の節電ポータルサイト「節電gojp」

　経済産業省ホームページ

　　htt：／／www、meti．一〇．’／setsuden／index．htmI

■r需給ひつ迫お知らせサービス』への登録をお願いいたします。

　万一、電力需給のひつ迫が予想される場合に、
　携帯電話・スマートフォンにお知らせします。登録をお願いいたします。

〔携帯電話〕右のQRコードまたはhtt：／／maH，setsuden．o．’にアクセス

　〔スマートフォン〕ApP　StoreまたはGoogle　Playにアクセスし、“節電アクション”で検索

　※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
　※App　Storeは、米国およびその他の国々で登録されたApple　lnc、の商標または登録商標です。

　　地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開催す
る節電・省エネに関する説明会に、節電・省エネの専門家を無料で派遣する

「無料講師派遣」を実施しています。

　　また、工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ診断を行う「無料

節電診断」「無料省エネ診断」も実施しています。

　　対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するポータル
サイトhtt：／／www．ecd．or．一／shindan／index．htmlをご確認下さい。

　この他にも、全国の小学校に節電・省土ネの専門家であるr省エネ家電コ

ンシェルジュ」を派遣する「省エネ出前授業」を実施しています。

　申込方法等については、省エネ家電普及促進フォーラムのホームページ

htt：／／www．shouenekaden．comをご確認ください。

■節電・電力需給に関するお問い合わせばこちら

　　経済産業省03－350H511（代表）

　　北海道経済産業局011－709－2311（内2702，2703）資源エネルギー環境課



別添2

ば迷惑をおかけしますが、

今夏、節電にご協力をお願いします。
魑

今夏、電力不足が懸念されます。・
政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力をして
参りますが｛それでもなお電力需要と供給力にはギャップが発生することが
懸念されます。

大変なご迷惑をおかけしますが、需給ギャップによる停電の発生を回避する
ため、ライフライン機能の維持等に支障が生じない範囲で、以下のとおり節
電のご協力をお願い申し上げます。

関西電力管内

O平日9：00～20：00
　くおむのおノヤコヘコきをほくう

●極目難しの闘

麟略鵯駿の鯛

九州電力管内

○平日9：00～20：00
　くおセのおハきんほを　くン

●数館翻しの闘

魯10％肚の麗

四国電力管内

∈）平日9：00～20：00
　くおおのおヰリニりじをめくン

●数値目湿なレの筋電

㊥7％以上の闘

南都・北陸南国電力管内

∈）平日9：00～20：00
　くおゑのまノでヨリまヨをめくシ

●舗目麟しの鯛

㊨5％以．㌔の醜

東北・東京電力管内

∈）平日9：00～20：00
　くおむのヨハ　りおをおつ

●数値目標嫁しの筋電
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『も

O特に、日中（13時’》16時）の節電が重要です。

使用最大電力（kW）

基準電力：

2010年8月6日の使用最
大電力（例）5，000kW

■■田■置■口口■霞■亀

今夏の節電目標：15％以上

（例）4，250kWを

　　越えないようにする

口■口口■■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組

　　　　　　　　　　　　　　　関西電力管内の事業所Aの
　　　　　　　　　　　　　　　一昨年8月6日（使用最大電力
　　　　　　　　　　　　　　　が記録された日）
　　　　　　　　　　　　　　　のロードカーブ（kW）
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　1　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　1　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸

　　　1　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　■■口醤■■韻■■l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ロ■■■』■■眉■　　口口■ロ■滋■蔭口■■日醤贋■1
　　　塵　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨

　　　重　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　1　　　　　　　　　　　　，．　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匪

　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　富　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　陰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ぼ

　　節i電をお願いしたい時間帯　　　　　i
　　　（特に13：00－16：00が重要）　　　　　　1
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：時刻

9：00 13：00 16：0q 20：00

Oオフイズビルでの節電メ吊ユー

、煕明．

空調

QA機器・

執務手リアの煕明葦半分程度間引きする。1

使用していないエリア（会議室、廊下等）の瀬灯を徹底する。．

覇務室の空調：を28℃に設定する♂（十2℃の場合）

使用していないエリアの空調を停止する。

長時間席を離れるときは、電源を切るかスタンバイモードにする。

　　　　　　　　室内のCO2震度の基拳範囲内で、換気ファンあ乙定時間の停止、

　　　　　　　　または間欠運転によって外気取入れ量を調整する。

　　　空調　　ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

　　　　　　　　冷凍機の冷水出ロ温度を高めに設定し、ターボ冷凍機、ヒートポ

　　　　　　　　ンプ等の動力を削減する（セントラル式空調の場合）。

O他の業種の節電メニューもご用意しています。

　　卸・小売店、食品スーパー、医療機関、ホテル・旅館、飲食店、学校、製造業

13％

3％

4％

2％

3％一1

5％

3％

2％

O詳しくは、ホームページヘ。『補助金メニュー』もご紹介しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http：／／www．setsuden．gojp／節電．gojp 検索



｛

纏
O節電メニューをお知らせしております。これらのメニューを目安に、節電へ

　のご協力をお願いいたします。

エアコ，ン

室温を28℃にする（十2℃の場合）

“すだれ”や“よしず”などで窓からの目差しを和らげる。

無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する。

10％

10％

50％

冷蔵庫
設定温度をr強」からr中」に変え、扉を開ける時間をでき
るだけ減らし、食品を詰め込みすぎないようにする。（食品
の傷みにご注意ください。）

2％

照明

テレビ

温水洗浄便座

ジャー炊飯器

待機電力

日中は不要な照明を消す。

省工ネモードに設定する。

画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す。

温水のオフ機能、タイマー節電機能を利用する。一

上記の機能がない場合、

使わない時はコンセントからプラグを抜く。

早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊いて、
冷蔵庫や冷凍庫に保存する。

リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。長時間使わ
ない機器はコンセントからプラグを抜く。

5％

2％

いずれかで

1％未満

2％

2％

Oその他にも、消費電力が大きい電気製品は、特に日中（13時《’16時）を避

　けて使用していただくなど、ご協力をお願いいたします。

○詳しくは、ホームページヘ。

節電．gojp 検索



特に電力が不足している場合のお願い

rでんき予報」を参考にして頂き、黄・赤になった場合は、・

一層の節電のご協力をお願いいたします。

　　◎　○・●　◎・
　　安定した　　　　　　　　　　やや厳しい　　　　　　　　　厳しい　　　　　　　　　非鴛に厳しい

　　需給状況　　　　　　　　　無給状況　　　　　　　　　儘総状溌　　　　　　　　醤飴状況　　　（関西電力のrでんき予報』の例）

気温の急激な上昇や、・発電所のトラブル停止などにより、

需給ひつ迫が想定される場合には、計画停電回避のため、

政府より、予め「電力需給ひつ迫警報』を発令し、

緊急の節電をお願いさせて頂く場合があります。

◎
非籍蹴い

膿驚

急激な気温の上昇や、発電所のトラブル停止による、著しい電力の不足

・需給ひつ迫警報の発令
・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、

予め登録頂いたメールの宛先等により

、企業、家庭に継続的にお知らせ。

、

■畠

ﾑ芦

@　　　　・需給ひつ迫警報の発令
ロTV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、

予め登録頂いたメールの宛先等により
’一・ @　　　　企業、家庭に継続的にお知らせ。

・「緊急速報メール」で携帯電話に一斉にお知らせ。
（一定の予備率が確保された場合には配信しない）

※状況に応じて運用の変更があり得ます。

需給のひつ迫による計画停電等を回避

節電にご協力頂くに当たってのお願い

■熱中症にご注意下さい

適切な室温管理や水分補給に留意頂く等、十分にご注意ください。

　特に、ご高齢の方や体調に不安のある方はお気をつけください。

■高齢者の方々、障害をお持ちの方々、被災された地域の方々など、一

それぞれのご事情のもと、無理のない範囲でご協力をお願いします。



’

別添2 北海道電力管内

ご迷惑をおかけしますが、　　　　　　　軍畑

今夏㌧節電にご協力をお願します。

今夏、北海道電力管内において電力不足が懸念されます。
政府、1亀力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力を

して参りますが、それでもなお電力需要と供給力にはギャップが発生す
ることが懸念されます。

大変なご迷惑をおかけしますが、需給ギャップによる停電の発生を回

避するため、ライフライン機能の維持等に支障が生じない範囲で、以下
のとおり節電のご協力をお願い申し上げます。

■節電をお願いしたい期間・時間ヌ節電目標

7月23日（月）から9月7日（金）まで（お盆期間（8月13日から8月15
日）を除く。）は平日9時から20時までの間※、一一昨年比7％以上の
一節電にご協力をお願いいたします。

　※9月10日（月）から14日（金）までは17時から20時までの間、同
　　様に節竜にご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　○平Eii7γ2｝》9〃9：0か20：0C
北海道電力管内　　平帥船～1417二〇〇一20：00　●数幽融吻閥㊧7％既の鵬
　　　　　　　　　｛お君のεバ3～朽を酸く）

　ピヒ　まホぞニヒ　　ヨヒ　ホホまヨよ　　ピヒ　ホホぞま
　1②③0⑤07『　　　魯＠鯵4　　　　．’　1
　80⑳①＠⑧14　　5③＠露鶴⑬11　　2響繋鯵㊨懸8
7倒6⑦㊦㊤⑳218m3t415礁醗1899＠＠⑫㊥⑳35
月22墜警㊨魯鍮28月竃9⑳癖魯⑭⑳25月1617㊥㊤⑳①22

　29⑳《嚢　　　　26奪⑳電磁曝　　23①㊨㊦⑦㊥29
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
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O平日（8／13－15を除く）9：00－20：00の節電への協力を

お願いします。

使用最大電力（kW）

　　　基準電力：

　　　2010年8月6日の使用最
　　　大電力（例）1，000kW

　　今夏の節電目標：7％以上

　　　（例）930kWを

　　　　　越えないようにする

置眉■璽

　口■■駅■■■巳　■　口口　■■贋口■■置　口■■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組

　　　　　　　　　　事業所Aの
　　　　　　　　　　一昨年8月6日（使用最大電力
　　　　　　　　　　が記録された日）
　　　　　　　　　　のロードカーブ（kW）

■■■ロ■■露■■口口■日置■亘

1

節電をお願いしたい時間帯

時刻

　　　　　　　　　　　　　　　　9：00

0オフィスビルでの節電メニュー

照明

OA機器

執務エリアの照明を半分程度間引きする。

使用していないエリア（会議室、廊下等）の消灯を徹底する。

i執輩窄の寄調を2象）眞誰足する熱・くナ2℃の暢合）．一・

使用していないエリアの空調を停止する。

溶長時間席を離れるときはξ．電源を切るかスタンパィモ十ド1とするム

空調二

室内のCO2濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、
または間欠運転にタって外見取入れ量を調整する。

ブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。

冷凍機の冷水出口温度を高めに設定し、ターボ冷凍機、ヒートポ

ンプ等の動力を削減する（セントラル式空調の場合）。

20：00

15％

4％

．、

R％・

1％

3％

％
％
％

O他の業種の節電メニューもご用意しています。

　　卸・小売店、食品スーパー、医療機関、ホテル・旅館、飲食店、学校、製造業

O詳しくは，、ホームページヘ。『補助金メニュー』もご紹介しています。

　　　　　節電．gojp　　　　　http：／／wwwsetsuden．gojp／



鵡
O節電メニューをお知らせしております。これらのメニューを目安に、節電へ

　のご協力をお願いいたします。

照明
・照明の一部を消す。

・使用していない部屋の照明を消す 7％

テレビ
・画面の輝度を下げる。

・必要な時以外は消す。 2％

冷蔵庫

・設定温度を「強」から「中」に変える。

・扉を開ける時間をできるだけ減らす。

・食品を詰め込みすぎないようにする。

　（食品の傷みにご注意ください。）

2％

・温水のオフ機能、タイマー節電機能を利用する。

温水洗浄便座 ・上記の機能がない場合、

使わない時はコンセントからプラグを抜く。

いずれかで

　1％

ジャー炊飯器
・早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊いて、
冷蔵庫や冷凍庫に保存する。 3％

待機電力
・リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。
・長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。 3％

Oその他にも、消費電力が大きい電気製品は、平日のタ方（18時～20時）を
　避けて使用していただくなど、ご協力をお願いいたします。

O詳しくは、ホームページヘ。

節電gojp 検索



、

特に電力が不足している場合のお願い

「でんき予報」を参考にし

て頂き、オレンジ・赤に

なった場合は、

」層の節電のご協力を

お願いいたします。

■でんき予報（供給予備力）の凡例

一・ ｶ響隈斡一下
圏鴎圏」圏
安定 P悼厳しい1胤い1滞こ厳しい

気温の急激な上昇や、発電所のトラブル停止などにより、

需給ひつ迫が想定される場合には、計画停電回避のため、

政府より、予め「電力需給ひつ迫警報』を発令し、

緊急の節電をお願いさせて頂く場合があります。

さ　ぎ　おマ

麟
葦鴬ζ颪嫉、

：』

t駕

螺難

急激な気温の上昇や、発電所のトラブル停止による、著しい電力の不足

・需給ひつ迫警報の発令
’TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、

予め登録頂いたメールの宛先等により

企業、家庭に継続的にお知らせ。

曳

ザ・’ O態爆＝
E響，：一、．’

・需給ひつ迫警報の発令、

量TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、

予め登録頂いたメールの宛先等により
r　汎・・蓋 企業、家庭に継続的にお知らせ。

・「緊急速報メール」で携帯電話に一斉にお知らせ。
（一定の予備率が確保された場合には配信しない）

※状況に応じて運用の変更があり得ます。

需給のひつ迫による計画停電等を回避

節電にご協力頂くに当たってのお願い

■熱中症にご注意下さい
　適切な室温管理や水分補給に留意頂く等、十分にご注意ください。

一特に、ご高齢の方や体調に不安のある方はお気をつけください。

■高齢者の方々、障害がある方々、被災された地域の方々など、それ

ぞれのご事情のもと、無理のない範囲でご協力をお願いします。
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計画停電が実施された場合の医療機関等の対応について（参考）

　　　　（平成23年7月15日付け事務連絡より抜粋）

2．計画停電等に備えた事前の対応について

　　　万が一の計画停電が実施された場合等に備え、医療機関、訪問看護ステーション及

　　び医療機器メーカーにおいては、あらためて下記の取組の徹底をお願いいたします。

　（1）自家発電装置を有する医療機関においては、装置の点検や燃料の確保を行うこと。

　（2）在宅医療機器を使用している患者を担当する医療機関及び訪問看護ステーション

　　　　においては、医療機器メーカーと十分に連携しつつ、適宜以下に例示する取組を行

　　　　い、患者の生命に危険が及ばぬよう万全を期すこと。

　　　　①担当する在宅療養患者について、以下の点に係る注意喚起や確認を行うこと。

　　　　　　・人工呼吸器を使用する患者に対する人工呼吸器の内蔵バッテリーの有無と

　　　　　　　持続時間・作動の再確認、外部バッテリーの準備及び事前の充電

　　　　　　・酸素濃縮装置を在宅で使用している患者に対する必要な酸素ボンベが配布

　　　　　　　されているかの再確認、酸素ボンベの使用方法の再確認

　　　　　　・停電等電源異常時のアラームが正しく作動するかの再確認

　　　　②①の確認を実施した上で、必要な場合には、患者の状態を踏まえた適切な在

　　　　　宅医療機器への切替え等の対応を行うこと。

　　　　③担当する在宅療養患者と緊急時連絡体制を再確認するとともに、停電の際の

　　　　　対応について、事前に相談しておくこと。

　　（3）医療機器メーカーにおいては、医療機関等と十分に連携しつつ、適宜以下に例

　　　　　示する取組を行い、患者の生命に危険が及ばぬよう万全を期すこと。

　　　　①各メーカーの顧客である在宅療養患者について、以下の点に係る確認や注意

　　　　　喚起を行うこと。

　　　　　　・人工呼吸器を使用する患者に対する人工呼吸器の内蔵バッテリーの有無と

　　　　　　　持続時間・作動の再確認、外部バッテリーの準備及び事前の充電

　　　　　　・酸素濃縮装置を在宅で使用している患者に対する必要な酸素ボンベが配布

　　　　　　　されているかの再確認、酸素ボンベの使用方法の再確認

　　　　　　・停電等電源異常時のアラームが正しく作動するかの再確認

　　　　②①の確認を実施した上で、必要な場合には、医師と相談の上、患者の状態を

　　　　　踏まえた適切な在宅医療機器への切替え等の対応を速やかに行うこと。

　　　　③　各メーカーの顧客である在宅療養患者に対し、停電の際の対応について、担

　　　　　当の医療機関等と事前に相談しておくよう注意喚起すること。

　　　　⑤　各メーカーにおいて、外部バッテリーの在庫を十分確保すること。
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